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         （午前１０時００分   開会）  

議   長（大植  正君）   皆さん、おはようございます。  

 これより平成２３年川西町議会第２回定例会を開会いたします。  

 ただいまの出席議員は１１名で、定足数に達しております。よって議会は成立

いたしましたので、これより会議を開きます。  

  町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

  町長。  

町     長（上田直朗君）     おはようございます。  

 本日、川西町議会第２回定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公

私御多忙のところ御参集くださいまして、まことにありがとうございます。  

 本議会は議会議員選挙後の最初の定例議会でございますが、本議会に提案いたします

議案は、平成２２度一般会計補正を初めとする各会計の予算補正の専決案件が４

件、条例の専決によります案件が２件の承認案件６件でございます。そして、平

成２３年度の各会計の予算補正７件、条例の改正が２件、規約の変更、町道路線

の認定、人事案件など、多数の案件を上程いたしております。  

 何とぞ慎重に御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして、開会の御

挨拶とさせていただきます。  

 よろしくお願い申し上げます。  

議   長（大植  正君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

  会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、３番  伊藤彰夫君、４

番  石田三郎君を指名いたします。  

  日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

 お諮りいたします。  

 本定例会の会期は、本日より１７日までの５日間といたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。  

                （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   異議なしと認め、本定例会の会期は、本日より １７日ま

での５日間と決定いたします。  

 日程第３、諸報告に入ります。  

 行政報告として、報告第２号、平成２２年度川西町一般会計繰越明許費繰越計

算書及び報告第３号、川西町水道事業会計予算繰越計算書をお手元に配付してお

りますので、御清覧おき願います。  

次に、報告第４号 、 平成２３年３月か ら 平成 ２３年５月期 ま での例月出納検

査の結果報告を木村監査委員より求めます。  

 木村監査委員。  

監査委員（木村  衛君）   平成２３年３月から５月期に実施いたしました例月監査

の結果を御報告申し上げます。  

 ３月と４月につきましては大植監査委員、また、５月期につきましては森本監

査委員とともに、地方自治法第２３５条の２第１項並びに地方公営企業法第２７

条の２第１項の規定に基づきまして、平成２２年度並びに２３年度の川西町一般

会計及び特別会計並びに水道事業会計の出納及び予算の執行状況につきまして、
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会計管理者並びに水道部長に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿及び証拠書類

を対照しながら説明を受けまして、厳正なる審査を実施いたしました結果、各会

計における予算の執行並びに現金の出納・保管などにつきましては、過誤もなく

適正に行われているものと認めましたので、御報告申し上げます。  

議   長（大植  正君）   監査報告が終わりましたので、 日程第４、一般質問に入

ります。  

 順次質問を許します。  

 ３番  伊藤彰夫君。  

３番議員（伊藤彰夫君）   それでは、議長の許可を得ましたので、町長に質問いた

します。  

 さきに通告してありますように、自主防災組織と健康づくりに関してでありま

す。何分初めての議会質問ですので、お聞苦しい点もございますが、御容赦くだ

さいますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 さて、奈良県では近年大きな地震災害は発生していませんが、過去には多大な

被害を受けた記録が残されています。東南海・南海地震は１００年から１５０年

くらいの周期で確実に発生しています。内陸でも昭和２７年の吉野地震、昭和１

１年の河内大和地震、そのほか伊賀上野地震、伏見桃山地震など、マグニチュー

ド６から７程度と考えられる多くの地震が記録されています。今年の２月１８日

には、政府の地震調査委員会から中央構造線和歌山山脈南縁区間の地震発生率は

最大で１４％と発表されました。５月２２日のサンデー毎日でも、奈良盆地東縁

断層の地震によって大きな被害が発生すると警鐘を鳴らしています。また、テレ

ビでも、最近特に東海・東南海・南海地震に関するニュースを多く見るようにな

ってきました。  

 いざ大災害が発生すれば、誰が自分や家族を助けてくれるのでしょうか。大規

模な災害の場合、行政機関の限られた人員での対応には限界があります。平成７

年の阪神淡路大震災、さらに今年３月の東日本大震災において被災者が一番頼り

になったのは、近隣の住民同士の助け合う力だといいます。近年、地域の人たち

は地域で守るという自主防災の意識が大きくなってきています。自主防災組織と

いう言葉が初めて使われたのは、伊勢湾台風を契機に昭和３６年につくられた災

害対策基本法のときからですが、一般には余り知られていませんでした。ところ

が、阪神淡路大震災を教訓に自主防災組織の重要性が見直され、災害対策基本法

においても自主防災組織の育成が行政の責務の一つとして明記され、各地で積極

的に取り組まれるようになってきました。奈良県では、平成１９年に安全・安心

まちづくり推進課が創設され、防災・防犯の取り組みが強化されています。  

 本町におきましては、安心安全ネットワークシステム、いわゆるコスモス安全

メールの整備や青色防犯パトロール、子ども見守り隊など、すばらしい事業を展

開されていて、大きな効果を上げています。また、平成２０年３月には洪水ハザ

ードマップを、また、翌年の２１年３月には地震ハザードマップを配布されてお

り、最近では防災無線を使った全国瞬時警報システムを導入して、５月から運用

されております。さらに、町民による自主防災組織についても取り組んでいると

聞いております。  
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 大規模な災害が発生した場合、行政の対応である公助だけでは限界があるため、

自分の身は自分で守るという自助とともに、地域の人々がお互いに協力し合いな

がら防災活動に組織的に取り組む共助が必要であります。そして、自助、共助、

公助、この３つが連携することによって被害の軽減を図ることができると私は確

信しています。町民の安全安心のためにできるだけ早期に自主防災組織の確立と

支援をぜひともお願いするものであります。  

 そこでお尋ねいたします。  

 質問の１点目は、現在本町における自主防災組織の取り組み状況と今後の見通

しについてお聞かせ願います。  

 質問の２点目は、自主防災組織が各地域で活動を始めるためには、防災のため

の備品や備蓄品などが必要になってきます。それらに対する支援金や補助金など

は確保されているのでしょうか。お聞かせ願います。  

 次に、防災の日についてお尋ねいたします。  

 毎年９月１日は防災の日として、全国各地でさまざまな防災訓練が実施されて

います。防災の日というのは、伊勢湾台風の翌年、昭和３５年に、毎年来る台風

への心構えを忘れないために国が定めたものであります。ちなみに、９月１日と

は関東大震災の記念日でもあります。  

 自主防災組織結成を契機に、防災の日に防災訓練を実施してはどうでしょうか。

役場では、各職員が自分の役割を理解して、迅速な災害対応ができるようになり

ます。役場内だけでなく、できれば自主防災組織と合同で訓練を重ねていけば、

いざというときに大きな効果を発揮します。町民にも周知して、各家庭にも参加

してもらいます。いざというときに備え、避難場所の確認や非常持ち出し袋の点

検をしたり、家具の転倒防止をチェックするなど、この防災の日を機会に、いま

一度家の内外の安全点検をしていただければ、被害を最小限に抑えることができ

ると考えます。  

 ここで、３点目の質問です。  

 町民の安全安心のために毎年９月１日に防災訓練を実施されてはどうでしょう

か。  

 ４点目は、防災に関する町民への啓発活動であります。  

 効果的な広報手段の一つに川西町ホームページがあります。そこに地震ハザー

ドマップや自主防災組織に関する情報を掲載していただきたく思っております。

また、広報かわにしは、防災に関する記事が少ないように思います。広報紙によ

る積極的な防災のＰＲもあわせてお願いしたいのですが、いかがでしょうか。お

尋ねいたします。  

 次に、健康づくりについて質問いたします。  

 誰もがいつまでも健康でありたいと願っています。医療技術が向上して、平均

寿命も年々延びています。今後ますます高齢者の増加が見込まれていますが、同

時に医療費や介護費が膨らみ、国民の負担増が懸念されています。そこで、国民

みんなが医療や介護に頼らずに健康で長生きすることを目的に、平成１２年、２

０００年に、当時の厚生省は「健康日本２１」という２１世紀の国民健康づくり

運動を開始しました。奈良県では平成１３年に、奈良県健康増進計画「健康なら
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２１」を策定されております。  

本町では、平成１６年に川西町健康づくり計画「健康かわにし２１」を策定し

て、川西町保健センターを中心に町民の健康づくりに取り組まれています。「健

康かわにし２１」は、１つ、おいしくご飯をたべよう、２つ、よく体を動かそう、

３つ、検診を受けようの３本柱があり、健康かわにし２１計画推進キャンペーン

として、野菜を食べようといった取り組みが実施されています。平成２１年９月

の広報でも紹介されています。また、本町では第２次総合計画の平成２１年度か

ら平成２３年度の実施計画において、その第４節「健康で生きがいが 持てるまち

づくり」、このページには、健康づくり推進や各種保健サービスの充実がうたわ

れています。そして、各種の健康診断や健康相談、予防接種など、幼児から高齢

者まですべての町民を対象に、数々の健康づくり事業が毎月広報に掲載されて実

施されています。  

 さて、本題に入ります。私自身もいつまでも健康でありたいと願っています。

しかし、誰もが生、老、病、死の４つを経験します。現在の日本人の死に至る病

気のトップスリーをご存じでしょうか。１位は悪性新生物、いわゆるがんです。

２位は心臓疾患で、心筋梗塞などがあります。３位は脳血管疾患、いわゆる脳卒

中となっています。その前段階として、高血圧、糖尿病、高脂血症、肥満などが

あります。これらはすべて生活習慣病と呼ばれていて、偏った食生活、運動不足、

喫煙、過度の飲酒などの不健康な生活習慣の積み重ねによって、知らず知らずの

うちに引き起こされていきます。冒頭で述べましたように、誰もがいつまでも健

康でありたいと願っています。それならば、一人一人が自分の生活を見直し、自

分をチェックし、健康的な生活習慣を身につけることだと思います。生活習慣を

改善することによって、これらの病気の発生リスクを減らすことができます。ひ

いては介護予防にもつながってまいります。ですが、気づく人は少なく、わかっ

ていてもなかなか生活習慣を変えることができません。  

 今、なぜ生活習慣の改善が必要なのか、生活習慣を改善するにはどうすればよ

いのか、これらを町民の皆さんに理解していただけるような働きかけが必要では

ないでしょうか。具体的には、健康かわにし２１に加えて、本町で実施している

メタボリックシンドローム対策の特定健康診査や特定保健指導などとともに一体

的に進めることが重要と考えます。本町もこれから本格的な高齢社会に突入して

いきます。自分で自分の健康をつくる自助、地域で声をかけ合って健康づくりに

取り組む共助、健康診断や健康相談などの公助、防災同様に、自助、共助、公助、

この３つが連携すれば、健康長寿のまちづくりも夢ではないと思います。これら

は平成１４年に国が制定した健康増進法の精神にものっとります。予算や人的な

問題もあって、すぐには実施できないかもしれませんが、今後の町の政策として

町民の健康づくりにさらに力を入れて取り組んでいただきたく、要望いたします。  

 ここで、健康づくりに関してお尋ねいたします。  

 まず１点目は、健康かわにし２１のこれまでの取り組み実績と今後の取り組み

についてお聞かせ願います。  

 ２点目は、生活習慣病の予防対策のさらなる取り組みについて、町のお考えを

お聞かせ願います。  
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 さて、健康づくりの啓発について、健康の日というのを調べてみますと、特に

決まった日はなく、全国各地でさまざまに健康の日を決めてイベントを実施して

います。健康のチェックやメタボ測定、健康ウォーキング、野菜即売会や講演会

など、多彩なイベントが各地で行われています。本町も健康の日をつくって、健

康に関する啓発イベントを町民参加のもとに企画してはどうでしょうか。繰り返

し繰り返しＰＲしないと、そのときはわかっていても、生活習慣はなかなか変わ

るものではありません。  

 質問の３点目は、健康の日を定め、健康かわにし２１のさらなる普及と生活習

慣病の予防をあわせて、年１回程度、気軽に参加しやすいキャンペーンを実施さ

れてはいかがでしょうか。  

 ４点目は、町のホームページの健康づくりのページが空白になっております。

町民の皆さんに広く知っていただくために、健康かわにし２１や生活習慣病に関

する情報を掲載されてはいかがでしょうか。お尋ねいたします。  

 以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   まず、自主防災組織についてでございますけれども、皆

様方御承知のとおり、本町は周囲が川に面しておりまして、それゆえ過去幾多の

水害にも見舞われてまいりました。現在は河川改修も進みまして、昭和５７年の

台風 10号によります水害以降は大きな被害は発生しておりませんけれども、しか

しながら、台風の接近や大雨洪水警報が発令されるたびに不安な思いを感じてお

るところでございます。また、地震におきましても同様でございまして、議員御

指摘のように、本年２月に中央構造線断層帯の今後３０年内の地震確率が１４％

との予測が報道されました。この地震による震度は、本町におきましては ６弱か

ら６強程度が予測されるということでございます。災害が発生した場合、本町で

は、現在修正中でございますけれども、川西町地域防災計画に基づき災害対策本

部を立ち上げ、対応に当たることになっております。しかしながら、体制がどれ

だけ機能するかといった点につきましても危惧するところでございます。  

 そのような状況の中、初期消火や負傷者救助、そして要援護者の避難支援や被

災状況の収集等については、地域の皆さん方の力をともに合わせていただかなけ

れば対応できないことでございます。そこで、より効率的に活動していただくた

めに、自主防災組織の設立は重要であると考えておるところでございます。  

    そこで、最初の御質問の自主防災組織の取り 組み状況と今後の見通しでござ

いますけれども、本町といたしましては、自治会長の皆様方に自主防災組織 の設

立をお願いしてまいりましたが、設立には至っていないのが現状でした。しかし、

その重要性にかんがみまして、昨年度は自治会長及び役員の方々を対象に、二度

の設立活動促進に向けた研修会を開催いたしました。その結果、現在のところ ７

つの自治会が設立に向けて作業を進めていただいているところでございまして、

その他の自治会におきましても準備をしていただいているというのが現状でござ

います。  

    次に、補助金の件でございますけれ ども、自主防災組織を結成及び運営する

に当たり、必要な資材や機材の購入補助を行えるように、川西町自主防災組織補
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助金交付要綱を制定いたしております。また、社会福祉協議会におきましても、

地域における防災及び防犯活動支援実施事業要綱 を定めまして、活動に対する助

成を実施しておるところでございます。  

    次に、防災訓練の実施についてでございますけれども、これにつきましても

本年度実施を予定しております。なお、実施の時期とか内容につきましては、今

検討している最中でございます。  

 次に、防災に関する広報でございますけれども、今後はホームページや広報か

わにし等に随時掲載をいたしまして、皆さん方にそうしたことをお伝えし、そし

てＰＲをしてまいりたい、このように思っております。  

 次に、健康かわにし２１の取り組み実績についてでございます。  

 近年、我が国では、食生活や運動習慣を原因とするがん、心臓病、脳卒中、糖

尿病などの生活習慣病が増えてまいりました。川西町におきましても、全国、奈

良県を上回る速さで高齢化が進んでいるのに加え、生活習慣病による死亡率が高

い状況にございます。すべての町民が健やかに、心豊かに生活できる活力あるま

ちとしていくためには、住民一人一人が自らの健康の実現に向けて主体的に健康

づくりに取り組むことが必要でございます。住民を初め行政や関係機関が一体と

なって主体的な健康づくりを支援していくために、今後の目標と取り組み方針と

なる健康かわにし２１計画が、平成１６年に７年計画において平成２２年までの

計画で策定されました。なお、計画は昨年度までとなっておりますけれども、健

康推進協議会の了承を得て、平成２４年までの計画延長が決まっております。  

本町におきましては、健康づくり事業といたしまして、健康かわにし２１ 計画

に基づきまして、おいしくご飯をたべよう、よく体を動かそう、検診を受けよう。

食と運動、健康管理の３つの分野を推進しております。計画に基づく具体的な事

業としては、健康かわにし２１キャンペーンの食生活の見直し、クッキングＯＢ

への講習及び調理実習、健康サポーターへの講習を行ってお るところでございま

す。キャンペーンの実績といたしまして、平成１７年には実施回数が７ 回、参加

人員１８１名、平成１８年度は実施回数７回、参加人員１４８名、１９年度は７

回でございまして、参加人数１２８年名、２０年度は５回の実施回数でございま

して、１１４名、２１年度は３回の実施回数でございまして、参加人員４４名、

２２年度実施回数は６回で、参加人員は８３名の実施状況となっております。平

成２２年度におきましては、子育て中の母親が集まる場所でも実施いたしました

が、健康かわにし２１計画を知らない方が多く、今後の普及活動及び計画の推進

が必要でございます。平成２３年度には、健康体操サポーターの登録期間が終了

するため、健康体操サポーターの養成講座を実施いたします。また、クッキング

ＯＢ会として２１キャンペーンの試食づくり等に協力していただける方々を中心

に、食のサポーター養成講座を同時に行い、サポーターの協力のもと健康かわに

し２１の推進をしておるところでございます。なお、来年度において、新しく平

成２５年度から始まる計画を策定していく予定をいたしております。  

 このほか、川西町では川スポのクラブの方々が非常に活発に活動してくださっ

ておりまして、子どもさんからお年寄りまで約８００名の方々が入っていただい

て、毎週日を定めて、それぞれの運動で心身のリフレッシュをしていただいてお
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ります。これは、体力アップや健康の保持に大きな力になっていると感謝してい

るところでございます。  

    それから、生活習慣病の予防対策でございます。  

生活習慣病の予防対策につきましては、平成１８年度に老人保健法が改正され、

少子高齢化など医療保険制度を取り巻く環境が大きく変化する中、 誰もが安心し

て医療を受けることができる制度を将来にわたって持続可能なものとしていくた

め、高齢者の医療の確保に関する法律が制定されました。その中で、医療保険者

は基本指針に即して実施計画を策定し、特定健康診査及び特定保健指導を実施す

ることになっております。本町では、平成２０年３月に川西国民健康保険特定健

診等実施計画を策定し、糖尿病等の生活習慣病に着目した特定健診及び特定保健

指導を、保健センターと連携し、平成２１年から実施しております。生活習慣病

は内蔵脂肪の蓄積が原因となっていることが多く、肥満に加えて高血糖、高血圧

といった状態が重複した場合には、脳血管疾患などを 発症するリスクが高くなり

ます。内臓脂肪は適度な運動とバランスのとれた食事により減らしていくことが

可能でございます。このため、メタボリックシンドロームに該当する方とその予

備軍の方について運動指導や食生活の改善を行うことは、生活習慣病の予防につ

ながることになります。こうしたことから、平成２０ 年４月から、医療保険者に

４０歳から７０歳の被保険者、被扶養者を対象とした健康診査と保健指導の実施

が義務づけられることになりました。特定健康診査、特定保健指導を積極的に活

用して生活習慣を見直すことによりまして、生活習慣病の予防だけでなしに、健

康の維持管理につながります。また、今年度から生活習慣病の早期予防に重点を

置いた取り組みとして、３０歳代に対象を広げて、被保険者に対する健診及び生

活習慣病予備軍への保健指導を実施いたします。一般の生活習慣病予防対策とい

たしましては、動脈硬化予防教室、動脈硬化予防教室ＯＢ会、健康づくり 教室─

─食事の分でございますけれども──の実施をしておりまして、今年度は新たに

食生活推進委員や運動サポーターの養成を行ってまいりたいと思っております。

生活習慣病の予防対策は、本町といたしまして重要な取り組みとしてとらえてお

り、今後も継続し、充実してまいりたいと考えておるところでございます。  

 健康の日を設定してのキャンペーンの実施でございますけ れども、本地では平

成元年に健康展として、平成２年度から平成１６年までは健康まつりとして、国

及び県の補助金を財源として年に１回実施し、住民の健康に関する意識の啓発を

図ってきたところでございますけども、１７年度からは国及び県の補助金がカッ

トされた中、川西町の文化祭の中で実施することにより、多くの住民の方が参加

していただけるよう本事業を実施、骨密度の測定や健康相談という形で行ってお

るのが現状でございます。今後も文化祭の中でこの事業を実施することによって、

さらに多くの住民の皆さんの健康への意識の向上と啓発を図ってまいりたい、こ

のように思っております。  

 そして、最後に、町ホームページへの健康づくりの掲載でございます。  

御質問の川西町ホームページへの掲載につきましては、健康づくり や健康かわ

にし２１の取り組み、さらには奈良県の健康長寿大作戦の取り組み等について、

内容を町民の皆様に情報提供できるように整備してまいりたいと思いますので、
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御理解賜りますようお願いを申し上げます。  

    以上でございます。  

議   長（大植  正君）   伊藤彰夫君。  

３番議員（伊藤彰夫君）   ２回目になりますので、要望とさせていただきます。  

 まず、自主防災組織についてでございますが、７つの自治会、そのほかの自治

会につきましても結成に向けて鋭意努力中ということで、安心いたしました。町

内すべてに結成されるよう、改めてお願い申し上げます。また、防災補助金等に

つきましても、緊縮財政の厳しい折とは存じますが、 安全安心のために確保して

いただくよう、よろしくお願い申し上げます。  

 防災訓練につきましても、私も現役公務員時代は、毎年風水害訓練と震災訓練

を行ってきました。訓練を重ねることによって、本番では迅速・的確な行動がと

れることを身をもって経験してきました。本町におきましても、初めは小規模な

訓練から始めまして、徐々に内容を増やしていけばよいのではないかと考えてお

ります。今後ぜひ御検討いただきたく、お願い申し上げます。  

 広 報 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ １ 年 ９ 月 の 広 報 に 、 「 地 震 が 起 き た ら ど う す

る？」と題していろいろな心構えが掲載されていました。非常にわかりやすいデ

ータでしたので、このような記事を毎年９月には掲載していただきたいと思って

おります。それから、ホームページにも防災のページをしっかりと設けていただ

くようお願い申し上げます。  

 健康づくりについての要望でございます。  

 町長のほうから詳細に丁寧に説明していただきまして、非常によく分かりまし

た。健康づくりについては、新たな取り組み、また今までに加えたやり方を拡充

されて進めておられる、それから指導者の養成についても進めていくという力強

い意見がございましたので、うれしく思っております。今後ともどうぞよろしく

お願いします。私自身も野菜をたくさん食べること、よく運動すること、検診を

受けることを実行してまいります。ここにおられる方々にもぜひとも実行される

ことを要望いたします。  

 健康の日については、最近では文化祭に合わせてやっておられるということで、

イベントは準備するのが大変でございまして、職員の皆さんも非常に労力を要し

ます。しかし、それだけに効果も大きいと思います。やりがいもあると思います。

ぜひ文化祭でもしっかりと健康づくりのアピールをしていただきたいと思います。

それと、健康づくりについても積極的な啓発の手段としてホームページがござい

ます。町の広報もホームページも多くの方が見ておられます。この情報伝達手段

を効果的に活用されるよう、今後とも御検討くださるようお願い申し上げます。  

    最後に、川西町安全安心・健康長寿のまちの実現に向けて川西町政を推進さ

れることを要望して、私の一般質問を終わらせていただきます。  

ご清聴、どうもありがとうございました。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   最初の自主防災組織でございますけれども、自治会長さ

んに何回もお願いをいたしまして、そしてまた研修会、講習会等を開きまして自

治会長さんもよく御理解をいただきまして、今申しましたように７つの自治会で
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ございますけれども、それ以外の自治会でもそれぞれ担当してくださるメンバー

を決めていただいたりして、今、密に当たっていただいておりますので、これは

必ず早くつくっていただいて対応することが一番大切だと思います。 特に地域社

会が核家族化になってまいりますと、地域の中の状況がわかりにくいところがご

ざいますので、そうした担当していただく皆さんということも含めて、それぞれ

役割をつけていただいて、そして、ある程度自治会の防災組織ができましたら、

町と連携しながら訓練していく、そして訓練を重ねて要領をお互いに理解しても

らうということが大切だと思いますので、これから密にしていき、そうしたこと

に対する広報と申しますかＰＲについても努めていきたいと、こういうふうに思

っておりますので、ひとつ御理解をいただき、また御協力もいただきたいと思い

ます。  

    それから、健康かわにし２１の健康についてでございます。  

これはもう多くの皆さんが健康に関心を持っておられるわけですけども、最初

に検診を受けてもらうのがなかなか、血圧をはかったり、いろんなことがあって、

皆さんそれがちょっと抵抗を感じられるわけですけども、一遍受けていただきま

すと、ある程度慣れていただいて、次からしていただくということが多いようで

ございますので、今まで健康まつりをしながら、いろんな健康について見ていた

だいたんですけども、今はそういう文化祭など多くの人が来られるときに、その

機会をとらえてついでにしていただく、測定もしていただき、また検診もしてい

ただく、そうしたことを密にしながら、やはり自分の体がどういう状態なのかと

いうことを自分で知っていただくことが大切でございますので、そうした機会に

しているんだということもまた広報しながら、やはり健康への関心を高めていき

たいと思っております。  

    先ほども申しましたけれども、川西町では 川スポの皆さんが非常に活発に活

動していただいて、小さいお子さんからお年寄りの方々まで参加していただいて、

今８００人ほどが会員として中で活動していただいています。８００人と申しま

すと、川西町の人口が８ ,０００人余りでございますので、約１ 割の方が川スポ

に入っていただいて、そして活動していただいて、それがお 互いの交流とお互い

の心身のリフレッシュで健康の維持に大きな役割を果たしていただいていると思

っておりますので、今後もそうしたことについても積極的にしていただき、さら

に密にしていただくようにお願いしていきたいなというふうに思っております。

これからもそうした健康のまちづくりを推進していきたいと思っておりますので、

御理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。  

議   長（大植  正君）   １１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   おはようございます。議長 の許可を 得ましたので、町長

に質問いたします。  

    内容は、既に通告してありますように、本町 としての太陽光など自然エネル

ギーへの電力源転換について、それから、住民の移動手段確保策としての地域交

通システム立ち上げの具体化について、そして、行政としていかにして住民ニー

ズを把握し、行政運営に生かしていくのかが大きく問われている今日、これを進

める上での住民との懇談会の開催など、住民ニーズ把握についてお伺いいたしま
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す。  

    まず、自然エネルギーへの電源転換についてであります。  

    この問題は、これまで専 ら地球温暖化 防止の観点から 、同様のテーマで町長

とも議論を進めてきたところでありますが、今般は、皆さん御承知のとおり 、東

日本大地震に起因して起こった福島原発事故により、現在の原子力技術は我々人

類の到達点としては本質的に未完成であって、原発から毎日排出される放射性廃

棄物の処理はもちろん、放射能汚染に対して、これを除去し、食い止めるすべは

残念ながら備えないままの未完成な状態で運転し続けてきたことが、改めて 全国

民が事実をもって認識する事態となったことから、今は関係機関挙げて再発に至

らない手だてを打つということは言うまでもありませんし、当然の取り組みとな

っている問題であります。そして、事態収束の見通しはいまだ立っておりません

から、厳しい状況が続いていることも皆さん御承知のとおりであります。  

 こうした事態を招いた根本には、今も触れましたが、今日までの原子力技術が

残念ながら本質的に未完成であったがために、完全な対策を講ずるすべを持ち合

わせていないのが我々人類の現状であるからでありまして、ならば、いかにして

必要な電力を制御可能な技術で賄うかに目を向けていくべきであって、エネルギ

ー源の一つにしている原子力依存を早急に断ち切り、温暖化ガスなどの発生の心

配が無用の太陽光など自然エネルギーへの電力源の転換が 人類的に問われている

問題として改めて求められています。取り組みの大本は国の政策にかかわります

が、我々地方団体としましても決して見過ごせない問題であり、対策を講ずるべ

き時と心得ます。  

 そこで、以前も求めましたように、太陽光など自然エネルギーの活用を、この

間議論を進めている経済対策としての住宅リフォーム補助制度において国や県の

取り組みが始まったことからも、これに合わせて本町としてもやはり策を講じ、

経済対策も絡めた太陽光など自然エネルギーの普及に 役立つ施策として、これら

発電設備の設置費に対する直接の補助や公共施設での太陽光発電設備の導入を進

め、さらには住宅リフォーム制度に絡めた手だてなどを持つべきではありません

か。これらについての町長の御所見をお伺いいたします。  

 次に、住民の移動手段を容易にするべく、この間議論を重ねてきているデマン

ドタクシーなどの地域交通の立ち上げについてお伺いいたします。  

 この問題も、幾度かの議論を通じまして、本町でも何らかの形で取り組んでい

く方向でその具体化への検討が重ねられているところであり、町内での作業を調

整中とのことでありますが、これまでのところ、課題としましては、住民ニーズ

や行政規模あるいは取り組む規模、また実施対象をどうするか等々の掌握や精査

の必要性がある旨の意向が示されております。そこで、これらの課題について、

現在具体的には何がどこまで進められているのか、また、住民ニーズや対象をど

のように把握しているのか、これらの点をまず明らかにされるようにお願いしま

す。  

 また、これまでの幾度かの議論を通じて感じるところでありますが、御答弁で

はこの交通システムを福祉制度の一つとしてとらえておられるような、そうした

側面を私としては感じ取れるんですが、そうだとするならば、求めていますこの
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制度は、何も福祉制度の一環で取り組もうというものではありませんでして、あ

くまで住民の移動手段を確保することが目的であります。福祉の取り組みという

ことでいきますならば、この移動手段の整備を達成するという本来の目的を仕上

げた上で、改めて加えていくべき課題と心得ます。したがって、この課題は、住

民の意向に応じてドアからドアへの移動を目的として、全国で導入されている予

約制の乗り合いタクシーとして走らせるデマンド交通システムとしての地域交通

の新たな立ち上げそのものにほかなりません。よって、利用者おのおのの料金負

担は当然生じますが、各地で公共交通として走っているバスや電車に誰でも乗れ

るのと一緒で、定められた料金を払えば、誰でも等しく利用できる地域交通シス

テムであります。この点、誤認があるようでしたら、その旨御理解いただきます

よう、よろしくお願いを申し上げ、この取り組みの現状と今後の具体化について

改めてお聞かせください。  

    最後に、今般の各質問テーマも含めまして、我々政治に携わる者が 町政全般

について住民の皆さんの声に常に耳を傾けることは、とるべき姿勢の基本であっ

て、 欠く こと はも ち ろん 、決 して おろ そ かに して はな らな い 問題 と心 得ま す。     

そこで、私としましては、さきの町会選挙におきまして、町長ら本町理事者の皆

さんとこれまで議論を重ねているこれらの問題に関して、住民の皆さんに投げか

けましたところ、町として住民と町長らが直に接する機会を保障し、意見交換の

場として懇談を重ねることで関心や要望を伺い、町政運営にそれらを生かしてい

くことを少なくない住民から求められているんだなということを強く実感した次

第であります。住民ニーズにしましても、個別の諸課題にしましても、住民の声

を聞くことは行政運営の基本であって、欠いてはならないとする、こうした姿勢

や見識については町長も異論のないところでありましょうし、御自身、これまで

の御答弁でも述べておられるところであります。この点、まず町長の御所見を改

めてお伺いいたします。  

    その上で、これまでも提起しておりますこの種の問題につきまして、小規模

自治体としてのせっかくの本町の特徴を生かして、自治会ごとに開く町長らと住

民の皆さんとの、私が勝手に「まちづくり懇談会」と称しておりますが、いわゆ

る本町の今後の取り組みや構想など、まちづくりについてざ っくばらんに住民の

皆さんと直接意見交換し、懇談を重ねることができる機会を年に一度くらいは設

けて、それらを通して町としての考え方や取り組みの中身、今後の構想を直にお

伝えし、そして、住民の皆さんの考えや意向、思惑や要望等々を何でも気軽に懇

談していくことで、有効に町の施策に反映させて、川西町のまちづくりをみんな

の知恵を合わせて一緒に進めていく、こうした取り組みにしていけばよいし、そ

のための意見交換の場が今はありませんから、そうした場を最低限年に一回くら

いは保障していくことから始めればよいのではないかと考えます。住 民の皆さん

とのこうした意見交換の場を持つことを改めて求める次第であります。  

    また、住民などの求めに応じて役場の幹部職員らが地域に出向いてまいりま

して、そのときに求められているテーマやその時点での役場の取り組みなどを説

明しながら意見交換を交わす中で、住民の皆さんからの提案も直接伺えるような

場として運営する、これまた私が勝手に「役場の取り組み出張講座」と称してお



 - 16 - 

りますが、こうした取り組みの開催を求めるものであります。まちづくり懇談会、

役場の取り組み出張講座開催の御答弁、よろしくお願いいたします。  

 以上、自然エネルギーの電源転換について、地域交通の立ち上げについて、住

民ニーズの把握についての３点、御答弁をよろしくお願いいたします。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町     長（上田直朗君）     まず、自然エネルギーへの電源の転換でございます。  

自然エネルギーへの電源の転換につきましては、今年５月に菅総理が、太陽光や風力

などの自然エネルギーの発電に占める割合を、現在の９％から、２０２０年代のできる

だけ早い時期までに２０％とする目標を提示し、現在のエネルギー基本計画での目標を

前倒しすることを表明いたしました。また、基本計画で２０３０年までに原子力発電１

４基を新増設する目標なども見直しをするということになっております。今後さらなる

太陽光発電や風力発電などの自然エネルギーの導入拡大が図られるものと思われます。  

    地方公共団体の役割といたしまして、エネルギーの需給に関し、国の施策に準じて施

策を講ずるとともに、その地域の実情に応じた施策を策定・実施することが求められて

いるところでございます。質問にありますように、経済対策も絡めた太陽光などの自然

エネルギーの普及に役立つ施策として、設置に対する直接の補助導入ですが、限られた

財源の中からの助成となりますので、ほかの施策の優先順位等もかんがみながら、今後

国の基本計画の見直し等も注視しながら、太陽光発電の設置に対する補助金については

検討してまいりたいと思っております。 

 次に、公共施設への導入でございますけれども、地方公共団体が自ら率先して

自然エネルギーを導入する意味からも、積極的に取り入れていきたいと思ってお

りまして、現在改築を検討しております川西小学校にも太陽光発電の設置を検討

しているところでございます。  

 次に、地域交通の立ち上げでございますけれども、これは、今、副町長が担当

してくれておりますので、詳細につきましては副町長のほうから御答弁申し上げ

ます。  

 次に、住民ニーズの把握でございますけれども、町政に携わる者として、住民

のニーズを的確に把握し、行政運営に反映していくということは基本であると考

えております。それゆえ私は、職務時間はもとより、時間外におきましても、議

員の皆さんを初め自治会長の方々や各種団体の方々の集まりにできるだけ参加さ

せていただき、コミュニケーションを図ってまいりました。その中でいただいた

御意見や要望、また思い等を管理職の職員に伝えて、ともに調査や研究を行い、

対応できるものや、法律的に、また財政的にも厳しいものの判断を行い、返事を

させていただいておりました。私は、やはり議員の皆さん方を初め各種団体の皆

さん方の御意見を参考にする、また情報提供させていただくといったスタンスで、

今後も行政を進めてまいりたいと考えております。小さい規模の自治体でござい

ますので、そうした方々の意見を拝聴することで、十分とは申しませんけれども、

対応してきておりまして、これからもそうした形で対応することがいいのではな

いかなというふうに思っております。  

 次に、役場幹部の職員による出張講座の件でございますが、これまでも大きな

制度改正や新規事業の開始の際には、自治会や制度の対象となられる方々の集ま
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りに役場自らが出ていき、御要望に応じて対応してまいりました。今後もこうし

た講座と申しますか、説明会を開催するに当たりましては、そうした対象になる

事業が出ましたら、そうしたことで進めてまいりたい、このように考えておりま

すので、よろしく御理解いただきたいと思います。  

議   長（大植  正君）   副町長。  

副  町  長（松本ひろ子君）   それでは、私のほうから、地域交通の立ち上げについ

て御質問にお答えをさせていただきたいと思います。  

    この御質問につきましては、何度か御質問をいただいておりまして、その都

度お答えをさせていただいておりますことでございますけれども、まず、御質問

の第１番目といたしましての住民ニーズの掌握方法でございますが、前にも申し

上げましたように、町の総合計画による後期基本計画の策定の中で、移動手段の

確保や高齢化に伴う車などの運転が困難なる人が今後増加すると予想されること

などを踏まえまして、交通インフラに対する住民のニーズの調査等もあわせて実

施をしていきたいと思っております。この計画策 定に係るコンサルタント業者も

５月１８日の入札において決定をしておりまして、近々着手する予定でございま

す。  

    また、奈良県地域交通 改善協議会の構成メンバーにも入りまして、情報収集

もあわせて行っているところでございます。  

    次に、この交通システムを福祉制度の一つとしてとらえているように感じる

がという御質問でございます。  

芝議員のお考えのように、住民の移動手段の一つとしての交通シス テムとして

とらえております。ですから、実施するということになれば 、当然料金も発生し

てくるというふうに考えております。  

    以上でございます。  

議   長（大植  正君）   芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、まず １点目の太陽光発電のエネルギー転換の

話からでありますけれども、基本的には直接の太陽光発電設備など、住民の皆さ

んが設置されるときには、その補助をどうするかということについては、財源が

絡んでくるから、国などの動向も踏まえて検討していきたいと、こういうことで

ありました。今まで原子力に依存してきましたけれども、何らかの形でエネルギ

ー転換をしていかんとあきませんので、まずこういう電源転換について、町長自

身は進めていくべきという立場に立っておられると思いますが、その点、確認し

たいと思います。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   今、地震を中心として、原子力に対する大きな不安が広

がっております。国でもだと思いますし、国民のみんなもそうしたことで原子力

に頼るということがよくないんじゃないか、そしてまた、原子力発電もまだ 随分

改良していかなきゃならん部分があるのではないかという思いは皆さん持ってお

られると思います。しかし、油や石炭ではなかなか火力発電が難しいというとこ

ろからも、今一番注目されておりますのが太陽光発電でございますけれども、こ

れに国がもう少し大きな力といいますか、法律などをつくって、できるだけ自分
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の消費する電力は自分で賄えるような制度にしていくべきだと思います。そして、

個々のみんながそうした形で改良していけば、一つ一つの小さい力が大きくなっ

ていくんじゃないか、そうしたことをやはり制度の中でつくっていくべきだと思

いますし、そして、それらの補助と申しますか、それらに対する助成も、やはり

国も県も大きく出していくということの促進をまずしないといかんと思います。  

    奈良県でも、太陽光発電に対します 補助を出しておられるところが数市ござ

いますけれども、最 高限度額が １０万円 ほどでございまして 、それで実際かか

るのが２００万円余りかかるそうでございますので、それでは促進にならない、

制度があるというだ けのことになってし まっているんじゃい かなというふうに

思います。これらは 、やはり国の国民に 対するある程度の義 務づけ、そして国

の助成と申しますか 、補助をする、それ に対してそれぞれ市 町村もするという

促進に向かった施策 を講じないと、ちょ っとこれは進んでい かないのではない

かなというふうに思 います。今、非常に 大きく見直しされて おりますので、そ

うしたことが出てくることを期待をして見守っているという状況でございます。  

まず私たちがする の は、やはり公共施 設 を先にしていくべ き だと思うんです

けども、この公共施 設をするのにも国の 補助金等が全く見当 たりませんで、小

学校にこうした太陽光発電をしたらということで国の指導はありますけ れども、

どれほどの補助があ るのかということ ま では具体化しており ません。こうした

国の施策を見きわめ ながらしていかない と、市町村も単独で 先にやって、後か

ら補助金が数年後に ついたという のでは 町としても困ります ので、そうした国

の制度を十分見きわめていきたいと思っております。  

議   長（大植  正君）   芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   とにかく普及促進するためには、それに役立つぐらいの

制度がないと、手だ てを打っても前向い て進まないというよ うなことであった

かと思います。いず れにしましても、電 源を切りか えていく 、そういうことに

ついては町長自身も進めていきたいという話でありました。  

    確かに町長が言われましたように、補助を出している自治体でいいますと、

限度額が１０万円と か、そんなんであり ますが、国の制度と 実施市町村の制度

はちょっと違います けれども、国にも制 度としてあるのはあ りますし、また、

県は融資の制度も行 っています。大体普 通の家ですと ２００ 万円から３００万

円程度、その施工費 もどんどん下がって きている状況にあり ますから、現在あ

る制度にプラス、本 町としても年間予算 ３００万円かそこら ぐらいで、上限 ５

万円とか１０万円に しますと、 ３０件か ら６０件ぐらいの対 応は十分できます

から、それらを乗せ れば、全体の １割ぐ らいの補助にはなっ てきますから、そ

ういう点では十分普 及促進ということで 進んでいけるものだ というふうに思っ

ております。  

    確かに町長がおっしゃるように、後 から財源がついてきて、先にやってしも

て、その分もう使う てしもて どうにもい かんかったという話 になったらあかん

というのはわからん でもありませんので 、そういう点では見 きわめも必要です

けれども、そこら辺 の検討を、住民施策 、個人レベルで普及 を進めていくとい

う点では、行政も一 生懸命進めていかん とあかんというふう には感じておられ
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ると思いますので、その辺の手だてを改めて求めておくものであります。  

    また、公共施設ですけれども、こういった電源転換を普及していくという点

では、取り組みとし ては全体 のリード的 な役割を進めていく ことが、大いに果

たしていくことにな ると思いますし、一 定の設備投資はあり ますけれども、い

ずれにしても電気代 は毎回払っていくこ とになるわけですか ら、それを先ほど

町長が言われたよう に自分で賄っていく という設備に公共施 設から切りかえて

いけば、それはそれ で、長い目で見れば 電気代を払うのと同 じことであります

ので、いけるものだと思います。  

    うちの場合、 たまたまですけれども、瓦屋根の大きな屋根の公共施設は、ど

ちらかと言えば棟が 東西で、屋根 が南に 面しておりますので 、そういう点では

非常に場所的には好 都合な 形になってい ますから、そういう 意味で、ぜひ政策

的な判断を仰ぎたいと思います。  

    この点、電源転換について、いま一度御答弁をよろしくお願いします。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   これはやはり 変えていくことが一番大切だと思いますの

で、先ほども申しま したように、もう １ ０年余り前の話なん ですけども、町が

先に改良工事で実施 したんですけれども 、その ２年後に県が 補助制度を設けた

ので、２年間さかの ぼって補助金をくれ ないかと言うたら、 それはあかんとい

うことでした。あんまりバタバタするのもどうかなという思いがありますので、

そうした制度を十分 見きわめながら、 今 度は補助制度を十分 活用していきたい

と思っておりますし、今おっしゃったように、今回の学校の施設にしましても、

町にしましても、ほ とんどが 瓦ぶきの勾 配屋根でございます ので、それらを活

用しながら、まずそ うした公共施設から 改良していきたいと 思っておりますけ

れども、これも恐ら く国のほうでそうし たことに対する補助 制度がつくられる

と思いますので、そ れらを活用していく ように、十分見きわ めていきたいと思

っております。  

    また、太陽光発電につ きましても、こうしたことが国で積極的に行われてま

いりますと、技術革 新が非常に進んで、 さらによいものが出 てくるのではない

かという思いもいた しますので、そうい う状況を見きわめな がら、まず町の公

共施設はそうしたこ とで早くするように 心がけていくべきだ というふうに思っ

ております。  

議   長（大植  正君）   芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   それから、住民ニーズの把握ですけれども、いつも町長

がおっしゃいますよ うに、この手の議論 を進めますと、基本 的には我々議会、

そして各種団体の皆 さんとの意見交換に 基づいて、町の職員 にも指示し、施策

の中にもいかしてい くということで、そ ういった声の掌握に 努めていくという

お話であります。そ れはそれで全く否定 するものではありま せんし、大いに進

めていっていただく ことに私も共感する ところ であります。 面積的にいいまし

ても、人口的にいい ましても、非常に小 ぢんまりとした自治 体ですから── こ

れが大きな自治体で すと、町長が言うて はるように、我々住 民からの負託で出

てきた議会はそれを 代表しているわけで すから、そこで声を 聞くということに
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当然なってくると思 いますけども、小さ な規模の自治体です から、そういう点

では、これを生かし て、大きな自治体に 比べれば住民との距 離がはるかに近い

わけですから、大い にそういった住民と の意見交換、懇談を 持っていくことが

物理的には可能であります。  

この点、そういう 規 模の小さな自治体 の 物理的な特徴を生 か して、この取り

組みを突っ込んで進めていくということについて、町長はいかがお考えですか。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   個々に開くということでございます。私は、先ほども申

しましたけれども、 議員さんがいろいろ 住民の皆さんの意見 を聞きながら、そ

れを私たちにも提言 していただ いている こともございますし 、そしてまた、そ

れぞれの自治会長さ んの集まり、そうし た方々に合わせてい ただきますと、自

治会の思っておられ る総意としての意見 と申しますか、みん なの思いを自治会

長さんらがよく把握 しておられて、それ を我々がまた聞かせ ていただくという

ことでございます。 老人会には支部長会 がございまして 、そ れぞれ支部長さん

がおられますし、ま た婦人会にも支部長 さんがお られます。 それぞれの支部長

をしておられる方々 は、地域のいろいろ な課題、皆さんの意 見を一番よく耳を

そばだてながら聞い ていただいていると 思います。だか ら、 そういう会合に出

させていただきます と、個人の意見でな しにみんなの意見を 集約した意見を私

は聞かせてもらって いるんだというふ う に思っておりますの で、これをまず進

めていきたいと思っ ております。それぞ れの団体、 数がたく さんございます。

先ほど申しましたよ うに、スポーツ関係 で非常に活躍してい ただいている方々

とか、そうした皆さ んのいろんな課題を 聞かせていただく、 このことがそれら

を進めていく上で大 変大切なことだと思 いますので、まずこ れを基本にしてい

きたいと思っております。  

    それから、それぞれの地域へ出ていって私 が説明するというのは、町村合併

をするとか、あるい は学校を統合すると かいう大きな課題が あったときには、

それぞれの地域へ出 ていって、我々の思 いをみんなに説明を して、そしてまた

皆さんの意見を聞か せていただく、これ が大切だと思います ので、こうした事

例があったときには そういうふうな形で 進めさせていただき たいと思っており

ます。また、ごみを 有料化したり、ある いはまた制度をちょ っと変えたり、今

の自主防災組織もそ うですけれども、そ ういうことをすると きには、やはり担

当の職員が出向いて 行って、こういうふ うな組織とか、そう いう内容 を地域の

皆さんに知ってもら う、そうしたことは これからも続けてい きたいと、こうい

うふうに思っており ます。やはり、それ ぞれの地域を 代表さ れ、それぞれの団

体を代表される皆さ ん方の意見を聞かせ てもらうことに主眼 を置いていきたい

と思っておりますので、御理解いただきたいと思います。  

議   長（大植  正君）   芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   もう間もなく時間がまいりますが、基本的にはそういっ

た意見を集約されて いる皆さんと懇談を 持って施策に生かし ていきたいと、こ

ういうことだと思い ます。そのことは何 も悪いと私も申しま せんし、大いに進

めてもらったらいい と思います。ただ、 先ほど言いましたよ うに、物理的に大
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きな町では決してで きない、そういう試 みがこの町ではでき るから、その特徴

を生かして、より突 っ込んでやっていく ことについて大いに 進めていったらい

いのではないかというふうに思っております。  

    デマンドタクシーについても 、副町長から聞いております話で、総合計画の

中でアンケート調査等を進めてニーズを把握していくということでありました。

ニーズを把握するに しても、小さな規模 ですから、それぞれ の自治会で懇談会

をすれば直接ニーズ が把握 できますし、 月に ２晩ぐらいずつ かかるかと思いま

すけれども、半年ち ょっとぐらいでぐる っと １周できるだけ の、そういう規模

ですから、そういう 点では本町は規模か らして非常に恵まれ ているというふう

に思っております。 この特徴を生かした 取り組みを進めてい って、これまで町

長がやっておられた ことにプラスしてい くことで、住民参加 で魅力あふれる川

西町のまちづくりと いうのがさらに一歩 も二歩も前進してい くものというふう

に思っております。  

そういった小さな 町 の特徴を生かした 川 西町の取り組みが 進 んでいって、ま

すます魅力あるまち として発展していく ことに取り組んでい くように、私自身

の決意も申し上げまして、一般質問とさせていただきます。  

    最後に御所見がありましたらお聞かせください。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   交通のことでございますけれども、川西町は坂もない平

坦なところで、面積 が非常に小さい中で ございますので、バ スとかそういうも

のを待つんだったら 、もう自転車で行っ たほうが早いわとい うようなことで、

何遍も申し上げます けれども、 今まで試 行しましたけれども 、なかなかうまく

いかなかったという ことでございます。 しか し、最近は、高 齢になられてなか

なか自転車も乗りにくくなってきているという方が非常に多くなってきている。

そこへ加えて核家族 化も進んでおりまし て、個人の家でなか なか出られないと

いう方ですので、そ ういうタクシーに重 点を置いた、デマン ドタクシーと申し

ますか、そういう形 で進めていく、検討 していくのがいいん じゃないかなと思

っております。川西 町は行政面積が非 常 に小さいですので、 どこまでそれを広

げていくか、そうし たことがよ その市町 村も含めまして利便 につながっていく

のではないかという ふうに思っておりま すので、そういうこ とも含 めまして今

調査しております。 それらを基礎にしな がら、そうした方々 が暮らしやすいま

ちづくりをしていきたいと思いますので、御理解いただきたいと思います。  

議   長（大植  正君）   ２番  堀  格君。  

２番議員（堀   格君）   堀でございます。よろしくお願いしたいと思います。 ２

点、お話を聞かせていただきたいと思います。  

    まず１点目でございますが、唐院小学校の跡地の活用の問題でございます。  

    皆さん御存じのように、唐院小学校 と結崎小学校が統合されまして、川西小

学校となったわけで あります。唐院を初 め保田、 小柳等、関 係する地区の方々

の大英断によりまし て実現したわけであ りまして、あらため てその大英断に敬

意を表したいと思います。  

    さて、この唐院小学校の跡地の活用でありますが、本年度の予算におきまし
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て調査費を計上して 、産業用に活用する という方向で進めら れております。当

然ながら、これまで にこの跡地の活用に つきましてはいろい ろ検討が進められ

てまいったことと思 っております。その 結果、産業用として 活用するというこ

とで進められている わけでありますが、 いま少しこの間の検 討の経過について

お話を聞かせていただきたいと思います。  

    まず、校舎の活用であります。せっかく存在 する校舎でありますから、でき

ればその活用がなさ れれば一番よいわけ でありますけれども 、産 業用という場

合に一体この校舎と いうものが活用でき るのかどうか。 さら に、更地化するに

は当然かなりの出費 を伴うわけでありま す。一方、高齢化社 会を迎えまして、

当川西町におきまし ても高齢者人口が大 きなウエートを占め ております。そし

て、こういった方々 からは、老後の不安 解消の観点から見ま して、現在のデイ

サービス中心のぬく もりの郷に 加えまし て、介護老人施設の 招致要望が大変強

いわけであります。 唐院 小学校の全体の 面積あるいは立地条 件から見まして、

こういった介護老人 施設としての活用に はなかなか難しい問 題もあろうかとは

思いますけれども、 産業用というふうに 余り門戸を狭めずに 、広く検討を進め

ていただいてはどう かと思いますので、 そのあたりのお考え をお聞かせいただ

ければと思います。  

    また、当然ながら川西町といたしましては、京奈和自動車道が逐次開通して

まいりますし、大和 中央道も延伸されま して、アクセス条件 はどんどんとよく

なってまいります。 したがいまして、こ ういった状況を踏ま えて、今後一層企

業誘致には積極的に 取り組んでいかねば なりませんし、取り 組んでいっていた

だきたいと思います 。そういった状況に おきまして、現在の 工業団地でありま

す結崎工業団地の拡 張も含めまして、ど ういった進め方を考 えておられるか、

お聞かせいただければと思います。  

    それから、２つ目は、上水道と下水道事業についてであります。  

    上水道事業につきましては、現在おおむね県水が ４０％、井戸 ２本によりま

す自己水が６０％で 、大体年間 １００万 トンを給水している わけでありますけ

ど も 、 当 川 西 町 の 人 口 の 減 少 と 皆 さ ん の 節 水 意 識 も あ り ま し て 、 供 給 水 量 が

年々減少傾向をたど っております。この ため、水道事業に携 わっておられる人

員を減らすなど、懸 命の経費削減努力を 重ねておられるわけ でありまして、担

当の方々の御労苦に 感謝申し上げたいと 思います。しかしな がら、残念ながら

料金水準につきまし ては決して低いとは 言いがたいのも現実 であります。この

上水設備の老朽化、 あるいは昨今問題に なっております配水 管の耐震化という

問題を抱えておりま すけども、一方、設 備の償却はどんどん 進行していってお

りますので、それに よる負担減もありま して、何とか今後も 料金改定は避けら

れるのではないかと思いますけども、その点をお伺いしたいと思います。  

    また、下水道事業につきましては、本 年３月の定例議会におきまして、こ の

10月から９％余りの 料金改定が決まって おります。当川西町 におきます下水道

の整備率は、何とい いましても９９．５ ％という、まことに 誇るべき数値を持

っておりまして、こ れはまさに先輩方の 英断によるものであ りまして、敬意を

表したいと思います 。しかしながら、こ の結果といたしまし て工事費の負担が
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大きくなったことも 事実であります。今 後、この工事に伴い ます公債費は減少

してまいりますので 、値上げ圧力 は減少 していくものと思わ れますけども、そ

の点につきましてお話を聞かせていただければと思います。  

    以上２点、お願いいたします。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   まず、旧唐院小学校の跡地の活用でございます。  

    旧唐院小学校の跡地の活用につきましては、結崎、唐院両小学校が統合とな

った後の平成２１年 ９月から、法等に照 らして利用可能な施 設または町として

必要と考えられる用 途等について、庁内 の総務や福祉、産業 建設、教育の各関

係課によりまして５ 回にわたって検討を 実施してまいりまし た 。その中で、現

校舎を歴史資料館と してそのまま活用す る案や、校舎を撤去 して体育館やグラ

ウンドを社会体育施 設として活用する案 、そしてまた 、保育 所や社会福祉施設

を誘致する案などに ついて検討いたして まいりました。その 結果、現校舎をそ

のまま使用するとい うのは、長期的に維 持管理が必要になる ということと、 現

在の校舎を生かせる ような利用形態が実 際にはなかなか見出 せない というよう

なこともございまし て、現校舎のままで の活用は困難である と判断し、また、

撤去してグラウンド などにそのまま使用 することには、議員 御 指摘のように多

大の費用が発生する ようなこともござい ます。また、 本町に は健民グラウンド

や同種の施設が既に 存在するというよう なことから、やはり 対費用効果を考え

ますと、困難である というふうに判断し たところでございま す。保育所や社会

福祉施設の誘致など につきましても検討 したところでござい ますが、本町 とい

たしましては、面積が約１６ ,０００平米あるこの施設全域を有効に活用しよう

という思いがございまして、両施設合わせましても ６ ,０００平米程度が必要で

はないかということ でございますので、 福祉施設としては広 過ぎ ますし、残り

を広場にというわけ にもまい りませんの で、福祉施設の誘致 につきましても 、

ちょっと難しいなという判断であるという判断に至ったところでございます。  

    以上のようなことから、町に残されております 財産であります当該跡地を将

来的にも町の進展に 資するような方向で 活用するには、企業 を誘致し、産業用

地として、隣にあり ます工業団地とあわ せて活用することが 現段階では最も有

効ではないかなと判 断し、県の企業立地 推進課に企業誘致に ついての申し入れ

をしたところでござ います。希望する企 業等が出てまいりま したら、議会や地

元の皆さんと協議し てまいりたいと思っ てお りますし、また 新たな別の活用方

法が出てまいりまし たら、これらについ ても皆さんとともに 協議をしてまいり

たい、そして、この 活用について は柔軟 に対応してまいりた い、このように 思

っておりますので、御理解いただきたいと思います。  

    今後の企業誘致に関しましては、御質問の中 にもありますように、近い将来

予想されます西名阪 高速道路の郡山スマ ート インターの設置 や、 県内最大の産

業集積地でもありま す昭和工業団地との 近接性など、本町 が 持っております利

便性というようなこ とをいろいろな関係 機関にアピールして いき、企業として

本町への進出意向の 調査なども行ってい く予定をいたしてお るところでござい

ます。結崎工業団地 についてでございま すけれども、今般の 大和 都市計画区域
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の線引き見直しにおきましても、１ .５ヘクタールの拡張を行ったところでござ

います。また、企業 ニーズの高い地区で もありますが、周辺 が 農業振興地域で

もありますので、所 有者の意向、そして また関係省庁 の意向 も踏まえながら、

町としてこれからも 対応してまいりたい と考えておりますの で、御理解をいた

だきたいと思います。  

    それから、下水道のほうでございます。  

    本町の水道料金は、こ れまで、平成 ６年度と平成１９年度に改定いたしてま

いりました。以後、 効率的な経営を心が け、安定した水の供 給に努めてまいり

ましたけれども、人 口の減少及びライフ スタイルの変化など により、有収水量

が減少したため、平 成 ２０年度から欠損 が生じるようになり 、平成 ２２年度末

の累積欠損金は約１ ,４００万円となる見込みでございます。ただ、平成２３年

度の収支見込みにつきましては、４００万円ほどの黒字を見込んでおりまして、

現在のところ料金改 定は考えておりませ んが、配水 量の４割 強を占めます県営

水道の料金が平成２ ５年４月から二部制 料金 に改定されます 。平成 ２５年から

大滝ダムの供用が開 始されますので、そ れに合わせて二部料 金制とし、基本料

金と従量料金に改正 される見込みでござ いまして、現在暫定 措置で平成 ２４年

度まで立米当たり１ ４０円 となっており ます料金と比べると どうなるのか、ま

た、今後老朽化した 施設の改修費用や施 設の耐震化に要する 費用や、現在奈良

県において県域水道 の課題と水道運営の 連携などの方向性を 示す県域水道ビジ

ョンが策定中であり ますので、そのビジ ョン案や県営水道の 状況を留意しなが

ら検討してまいりたいというふうに考えております。  

    次に、下水道料金についてでございますけれども、本町の下水道整備率は、

議員もおっしゃいますとおり、平成２２年度末で９９ .５％となっております。

今後下水道事業の課 題は、新しく管渠を 築造するよりも、敷 設 後３０年以上経

過した老朽の下水道 管の長寿命化や耐震 化を図るための費用 が増えることが予

想されます。御指摘 のように、建設改良 の減少による起債の 発行額の減少によ

りまして公債費残高 は減少しております けれども、 下水道事 業会計では 、収支

均衡を図るため、一 般会計から 多額の繰 り入れ今後行う必要 がございます。料

金改定につきまして は 、本年１０月から 一般排水の料金を現 行の消費税抜きで

９６円から１０５円 に値上げさせていた だきますが、下水道 料金の大半を占め

ます県の流域下水道 負担金が平成 ２４年 度までは現行料金を 維持すると言われ

ております。平成２ ５年以降の県の流域 下水道負担金が料金 改定されるようで

ありましたら、その 段階で下水道会計の 収支状況や一般会計 の財政状況を踏ま

えた上で検討してま いりたいと考えてお りますので、ひとつ そのように御理解

いただきたいと思います。  

議   長（大植  正君）   堀格君。  

２番議員（堀   格君）   ありがとうございました。唐院小 学校の跡地の活用に限

らず、当町の平成１ ８年に策定いたしま した第２次総合計画 の中の「やさ しさ

と思いやりの見える まちづくり 」、その 中の施策の ２番目、 「高齢者等への支

援」の中の３項目め に 「サービス基盤の 整備 」というのがあ りました。その中

に、介護老人福祉施 設や認知症対応型共 同生活介護施設、こ ういっ た施設の充
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実を図りますという のもございますし、 現在進行中の第５次 高齢者福祉計画及

び第４期介護保険事 業計画におきまして も、 「高齢者を支え る地域づくり・ ま

ちづくり」という中 の「 福祉基盤の確保 」の項目で、養護老 人ホームというの

がうたわれておりま す。 １８年策定の第 ２次総合計画から５ 年たちまして、新

たな総合計画の策定 というのも俎上に上 っているようであり ますけれども、ぜ

ひこのやさしさと思 いやりの見えるまち づくりというものの 一層の取り組みを

望みたいと思います。  

    それから、水道事業につきましては、何といいましても安定的な給水が一 番

望まれるところであ りますが、特に昨今 問題になっておりま す災害時 の対応の

強化や、先ほどお話 がありました老朽化 対策、それと今後の 県の対応等、いろ

んな問題があります けども、料金面 に配 慮しつつ、事業をぜ ひ進めていってい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。  

    ありがとうございました。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   御指摘のように、特に福祉関係でございますけれども、

待機児童なしに保育 していくということ 、そして高齢化がだ んだんと進んでお

りますので、高齢の 方々が安心して過ご せるまちづくりとい うのは大切でござ

いますので、唐院小 学校の跡地にそうし た施設ということで 随分検討したんで

すけれども、両施設を合わせましても６ ,０００平米ぐらいかな、そうすると、

あと残るのは１万平 米ございますので、 これを工業団地と一 緒に設置 するわけ

にはまいりませんの で、そうすると有効 な活用というのはち ょっと難しいんじ

ゃないかなというと ころからも、一括し てあそこの地域の中 で活用するために

は、隣の結崎工業団 とあわせてあの辺を 工業ゾーンとして活 用するほうが有効

な活用ではないか、 そしてまた地域の活 性化にも結びついて いくのではないか

という思いで、今回 、県のほうのそうし た推進をする係に申 し出たわけでござ

います。  

    これらにつきましても、そうした申し出をしておきながら、またほかの新た

な用途が出てまいり ましたら、議員の皆 さん、あるいはまた 地域の皆さん方と

も十分協議をさせて いただいて決めてい きたい、こういうふ うに思っておりま

して、今後の高齢福 祉の部分につきまし ては計画が定めてお りますので、これ

はまた別の地域も考 えながら、そうした 施設を充実していく ように努めてまい

りたい、こういうふうに思いますので、御理解いただきたいと思います。  

    また、水道や下水につきましても、 今申しましたように、 県水の料金につい

て２４～２５年ごろ に大きな改定の時期 が来ておりますので 、これを県のほう

がどういう形で示さ れるか、 十分注視し ながら、できるだけ そうした負担の大

きくならないように 考えてまいりたい、 こういうふうに思い ますので、御理解

いただきたいと思います。  

議   長（大植  正君）   これをもちまして一般質問を終わります。  

 これより議事に入ります。  

 お諮りいたします。  

 日程第５、承認第 ２号、平成２２年度 川西 町一般会計補正 予算の専決処分に
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ついて、日程第６、 承認第 ３号、平成２ ２年度川西町老人保 健特別会計補正予

算の専決処分につい て、日程第 ７、承認 第 ４号、平成２２年 度川西町公共下水

道事業特別会計補正 予算の専決処分につ いて、日程 第８、承 認第５号、川西町

税条例の一部を改正 する条例の専決処分 について、日程第 ９ 、承認第６号、川

西町国民健康保険税 条例の一部を改正す る条例の専決 処分に ついて、日程第 １

０、承認第７号、平 成 ２３年度川西町住 宅新築資金等貸付事 業特別会計補正予

算の専決処分につい ての ６議案を一括上 程したいと思います 。これに御異議ご

ざいませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（上田直朗君）   それでは、今議会に上程いたしました議案等の提案要旨

について御説明を申し上げます。  

    まず、今回専決して執行いたしました平成 ２２年度の一般会計、老人保健特

別会計、公共下水道 事業特別会計の補正 予算につきまして御 説明を申し上げま

す。  

    承認第２号、平成２２年度川西町一般会計補正予算についてでございます。  

    まず、全体の概要を御説明申し上げます。 ８ページをお願いしたいと思いま

す。  

    歳入面では、特別地方交付税の増で１億２ ,４０５万円、事業実績による国庫

の減が７１８万円、 県費の減が ７５３万 円などが あるものの 、全体として歳入

増となりましたとこ ろから、予定してい た基金取り崩しによ る繰入金を ６４７

万円減額し、また、 町債の発行を ９９０ 万円抑制いたしまし た。一方、歳出面

では、民生費等で全 体的に執行残が出ま したので、余剰金を 基金に積み立てる

こととし、総務費においては１億６ ,６８７万円の増となっております。  

    それでは、内容の説明をいたします。１０ページをお願いいたします。  

    歳入の部、款９の地方交付税ですが、特別地方交付税の増により、 １億２ ,４

０５万円の増となっております。  

    款１１ .分担金及び交付金では、保育所の入所人員の見込み減により、４１８

万６ ,０００円の減、款１３ .国庫支出金では、同じく保育所の入所人員の見込

み減による５４０万６ ,０００円の減、款１４ .県支出金でも同じく保育所の入

所人員の見込み減により２７０万２ ,０００円の減となっております。  

    １２ページをお願いいたします。緊急雇用創出交付金の執行残により、 ２６

２万５ ,０００円の減となっております。款 １７ .繰入金では、財源調整のため

財政調整基金の取り 崩しを予定しており ましたが、取り崩さ ずに済んだことな

どにより、６５５万９ ,０００円の減となっております。款 ２０ .町債では、町

税の減収に対応する ため、減収補てん債 等の発行を予定して おりましたが、発

行せずに済んだことなどにより、９９０万円の減となっております。  

    次に、歳出の部ですが、１４ページをお願いいたします。  

    款２ .総務費では、庁舎の清掃委託等各種委託料、印刷製本費等の削減があり
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ましたが、一方で基金費として１億８ ,２０４万８ ,０００円を計上しておりま

す。これは、特別交 付金の増及び各項目 の執行残により生じ た余剰金を 、小学

校の建てかえ等を控 えておりますことか ら、減債基金に積み 立てることとした

ものでございます。  

    次に、１６ページをお願いいたします。款３ .民生費では、保育所の入所人員

の見込み減などにより、児童措置費で ２ ,８００万７ ,０００円の減となってお

ります。  

    款４ .衛星費では、指定ごみ袋の入札による減及びごみ処理に係る委託料等の

減により、清掃費で４００万円の減となっております。  

    １８ページをお開きください。款 ６ .土木費では、項 ３ .都市計画費が下水道

会計への繰出金の減により、１ ,５２４万５ ,０００円の減となっております。  

    款８ .教育費では、教育総務費で賃金その他の減により、３７５万円の減、項

２ .小学校費では、緊急雇用事業の執行残により３２１万円の減。次に、２０ペ

ージをお願いいたします。項６ .社会教育費では、文化会館の清掃委託料の入札

による減により、５４４万４ ,０００円の減となっております。項７ .保健体育

費では、川スポ補助 金の緊急雇用交付金 事業への振りかえに よる減により、 ３

３１万２ ,０００円の減となっております。  

    最後に、款９ .公債費におきましては、償還金利子の不要分などにより、 ６３

０万円の減となっております。  

    以上により、一般会計の歳 入歳出につきましては、 ８ ,８５４万４ ,０００円

の増額補正となり、 この結果、平成 ２２ 年度の一般会計予算 総額は、歳入歳出

それぞれ３８億１ ,８１８万１ ,０００円となります。なお、平成２２年度一般

会計の予算関係とし ては、先ほどの報告 第 ２号の繰越明許費 繰越計算書のとお

り、市町村臨時交付 金事業、きめ細かな 交付金事業、 住民に 光 をそそぐ交付金

事業、道路新設改良費、公営住宅建設費について、２２年度分の事業費２億４ ,

３８３万２ ,０００円のうち１億２ ,６９３万円を明許分として財源とともに繰

り越させていただいております。  

    次に、承認第３号、川西町老人保健特別会計補正予算でございます。  

    これは、後期高齢者の医療制度への移行に伴い、老人保健特別会計を ２２年

度末をもって終了す るため、その残預金 を一般会計に繰り入 れるための処理で

ございます。なお、 平成 ２２年度の同特 別会計の予算総額 の 変更はございませ

ん。  

    次に、承認第 ４号、平成２２年度川西町公共下水道事業特別会計補正予算に

ついてであります。  

    まず、６ページを御覧ください。歳出についてでございますが、下水道整備

費につきましては、 下水道整備工事の入 札差 額などにより６ ００万円の減、下

水道事業維持管理費 につきましては、補 修工事の不執行分及 び水道使用料減少

に伴う流域下水道負担金の減などにより、１ ,２２０万円の減となっております。  

それに伴います歳入ですが、５ページをお願いいたします。  

国庫補助金９１万５ ,０００円、一般会計からの繰入金１ ,４２８万５ ,０００

円、下水道事業債の発行３４０万円をそれぞれ減額しております。  
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    以上によりまして、平成 ２３年度の同特別会計予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ３億６ ,３４３万１ ,０００円となります。  

    続きまして、専決して今年度、 ２３年度の特別会計の補正をさせていただい

た内容について御説明申し上げます。  

    順序が前後いたしますが、承認第 ７号、平成２３年度川西町住宅新築資金等

貸付事業特別会計補 正予算についてでご ざいます。 ４ページ をお願いいたしま

す。  

    これは、２２年度の歳入不足に対し、今年度の回収管理組合からの返戻金を

２２年度歳入に充当するものであり、同会計の歳入歳出をそれぞれ ２ ,１６９万

３ ,０００円を増額し、改正後の同特別会計の予算額を歳入歳出それぞれ ３ ,６

８６万４ ,０００円とするものでございます。  

    以上が予算関係でございます。  

    続きまして、専決いたしました条例について御説明申し上げます。  

戻っていただきまして、まず承認第５号、川西町税条例の一部を改正する条例

についてでございます。  

これは、地方税法等の一部を改正する法律──平成２３年４月２７日に成立し

て、同日施行の法律 でございますけども ──の施行に伴いま して、地方自治法

第１７９条第１項の 規定に基づき専決処 分をしたものでござ いまして、 ３枚目

の「条例の概要」を お開き願います。右 の欄の概要でござい ます。内容といた

しましては、東日本 大震災に対応した特 別措置に関する改 正 でございまして、

４月２７日より施行させていただいております。  

次に、承認第６号、川西町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でござい

ます。こちらは、国 民健康保険法施行令 の一部改正── ３月 ２５日に公布、４

月１日施行──に伴 うものでございます 。 ３枚目の「条例の 概要 」を御覧いた

だきたいと思います 。中間所得層の負担 軽減を図るため、課 税限度額の見直し

を行うもので、４月１日より施行させていただいております。  

以上が専決処分の承認を求めるものでございます。よろしく御審議いただきま

すようお願い申し上げます。  

議   長（大植  正君）   ただいまより承認案の審議に入ります。  

    承認第２号から承認第７号までの６案件について質疑ございませんか。  

    ２番  堀格君。  

２番議員（堀   格君）   １点、御要望させていただきたいと思います。  

    承認第２号の平成 ２２年度一般会計補正予算の関係であります。ちょうど議

案書の１６ページに なりますが、歳出の うちの民生費の中の 児童福祉費であり

ます。この中で、負 担金補助及び交付金 のうち、長時間保育 事業助成、それと

心身障害児保育事業 というのが大きく予 算を下回っておりま す。この件につき

ましては、行政当局 の方も内容は重々御 承知のことでありま すけども、ちょっ

と言わないわけにも いきませんので申し 上げますと、これら の対象となるお子

さんが少なくて補助 金が下回るというの であれば、まことに 結構なことであり

ますが、そうでなく て、十分にやれなか ったから補助金の支 出が少なくなった

というのでは困るわ けでありますので、 そこのところ、よく 指導性を発揮して
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いただきたいと思います。  

    こういう指摘をすれば、初めから予算を少なくしておこうというような 発想

にならないように、 今後ともお願いした いと思います。要は 、必要なこと は必

要なだけ行うということで、よろしくお願いしたいと思います。  

    以上でございます。  

議   長（大植  正君）   理事。  

理   事（嶋田義明君）   保育施設の関係で、児童措置費に執行残が出ておる件な

んですけども、当初 申し込んでおられる 方、それと年度中に 申し込みが あるで

あろうということで 予算のほうを見積も っておるんですけど も、その見 積もり

は前年度の状況等か らも見積もっており ますけれども、多少 大き目 に見積もっ

ているという状況が１点。それと、保育を受ける施設側の状況がございまして、

昨今、保育士の確保 もなかなか 厳しいと ころがございまして 、保育士の補充が

ちょっとおくれたこ と、十分できなかっ たこともあって、今 年は大き 目の残が

出ている状況です。 そこは現課のほうか らも指導しておりま して、保育状況の

拡充をお願いしてお りますし、本年度は 施設の整備にも補助 を出しまして、受

け入れ状況の拡充を目指しておるところでございます。  

    以上です。  

議   長（大植  正君）   ほかに質疑ありませんか。  

    １１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、承認案の ２号から７号までですけども、２号、

６号、７号と全体についてお尋ねをいたします。  

    まず、一般会計ですけれども、町長の説明のとおり、交付税が確定しまして、

その分入ってくる分 が増えましたので、 取り崩しとか借り入 れとか、その辺の

ところを減らして精 査しているというこ とになってくるかと 思います。結果と

して、事業精算をした結果、約１億８ ,０００万円が余剰金として出てきたので、

それを積立金に計上 していると、こうい う処理であります。 これは、当初予算

を組んで、１年経過 して、事業を精算し て最後の処理ですか ら、こういう形に

なろうかとは思いま すけれども、この予 算を組むに当たって 、こうし た一連の

流れから見てみます と、大体余剰金が出 てくるのがこれまで のパターンで続い

ていますから、そう いう点では、財源と して余力がある ので はないかという見

方が一方では成り立 つのではないか。こ れは 数字の上だけの 動きを見た一方的

な言い方ですけれど も、そう思いますが 、この辺町長御自身 は、筒いっぱいで

やって、しんどいと ころが結果としてこ うなったということ であろうかと思い

ますけれども、どうお考えか、お示しいただきたいと思います。  

    それから、承認６号の国保税条例です。  

    これは法改定に伴うもので、最高限度額を引 き上げるという措置であります。

国保税全体でいいま すと ２億円ぐらいの 税収になろうかと思 いますけれども、

この引き上げの影響 額を聞きますと、約 ６０万円ということ でありました。で

すから、専決処理さ れている問題ですが 、２億円全体の収入 の中で、これを専

決して引き上げたことによって出てくる影響額が ６０万円ということですから、

そういう点でいえば 、全体の影響の幅か ら見たら、これを専 決して慌ててせん
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ならん問題かという ふうに思わざるを得 ません。その辺 、ど うお考えか、お尋

ねをしたいと思います。  

    次に、承認７号、住宅新築資金の会計処理であります。  

    これは、毎年この繰り返しで処理されていまして、いわゆる 前年度の不足分

を翌年度から繰り入 れて処理をしている と、こういうことで ありますので、こ

の繰り返しを続けて いき ますと、最終的 にはその税金は どう 処理されるのかと

いうところをお示し いただきたいと思い ます。 もう一つ、不 足が生じる原因、

ここは町長としては どういうふうに分析 されているのか、お 示しいただきたい

と思います。  

    それと、全般にわたってのことでありますけれども、専決処理、これまでも

何回かの機会を通じ まして、できるだけ 議会に かけるように ということを申し

添えてまいりました 。町長としても、住 民に影響の出るよう な議案については

専決はできるだけ避 けて、議会にかけて まいりたいというこ とで、町長のその

考えを私も尊重して いるところでありま すが、今般、 ６本専 決処理をされてい

ますけれども、その 見きわめですね、議 会にかけなあかんか 、専決処理をする

かという判断、どう いう基準で町長とし ては見きわめられた のか、そこをお示

しいただきたいと思います。  

    以上です。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   まず、一般会計の予算で残額 が多く出てきたという部分

がございます。清掃 にいたしましても、 工事にいたしまして も、競争原理と申

しますか、そうした ことから、最近はず っとシビアになって 、業者が当初見込

んでおったよりもさ らに減額して落札さ れるというケースが 非常に多くなって

まいりました。しか し、見積 もり額と申 しますか、設計額と 申しますか、そう

いう部分につきまし ては、やはりそれを まず基準に我々は考 えてまいりますの

で、まずそれから予 算がぐっと減ってき ているという部分が ございます。それ

から、交付税が去年 あたりからかなり増 えてまいりま して、 それにあわせて 、

景気を浮上さすため に緊急雇用対策とか 、光をそそぐ 交付金 とか、いろいろな

交付金が地方に出さ れて、それらを我々 が活用しながら、 ３ 年、５年先に予定

していた修理とか、 そういう部分を、そ れを今活用して事業 を行っております

ので、そういうこと も含めて剰余金がよ く出てきていると。 出てきたやつは、

決算のときに余るよ りも、それを調整し て、次の年度にまた 生かしていけるよ

うにというところか ら、額が確定した段 階で補正を専決させ ていただいていま

すけれども、今申し ましたように、国の そうした施策がいろ いろ打ち出さ れて

きていますので、非 常 に複雑な形で剰余 金が出てきておりま す 。しかし、これ

はその年度で専決さ せていただいて、次 の決算にはきちっと した数字で出させ

ていただいて、それ を次の年度に生かし ていくという形にさ せてもらうのが一

番いいんじゃないか ということで、全部 の特別会計を精査し た中でのこうした

補正でございます。  

    それから、国民健康保険につきましても、国が改正されました部分につきま

しては、国の基準に 準拠しながら、少々 少ない金額であって も、また対象にな
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らん部分があっても 、これはやはり条例 を改正しておかない と、次の段階でこ

れが抜けてしまいま すので、国が示して いる基準が条例の基 準に抜ける部分が

ありますので、これ はやはりそのときに 対応していくことが 大切だと思ってお

りますので、その辺はひとつ御理解いただきたいと思います。  

    それから、新築資金のほうでございますけれども、奈良県下でこの取り扱い

を行っております市 町村が寄って、住宅 の新築に対しまして 貸し付けた分の回

収を今行っておりま す。これは、もうあ とは回収だけでござ いますので、各町

村がプロの徴収員を 採用しながら 、いろ いろ手続を行ってお ります。今後こう

したことで数年たつ と償還金が終わりま すので、 進めてもら っ ているんですけ

れども、やはりその 中には、当初貸し付 けられたときの 連帯 保証人とか担保物

件とか、そういう部 分が非常に緩やかな 形で、借りやすい形 で制度化されてお

りましたので、それ が今出てまいりまし て、保証されておる 方、借りておられ

る本人も、もう年数が過ぎて亡くなっておられるというようなケースがあって、

非常に徴収しにくい 部分がございます。 それらにつきまして は、そういう一つ

の要件がそろいます と、国のほうでそれ らに対して助成と申 しますか、補助と

申しますか、しておりますので、今後それらを活用 しながら、密に調査をして、

執行する分について は強制執行していた だいて、それらがと てもできないとい

う分については、国 のほうにそうした基 準を定めております ので、その基準に

従って国の補助金を 受け ながら償還に充 てていきたいと、こ ういうふうに思っ

ております。これら については、お互い に各町村が寄って、 それらのことを密

にやっていこうとい うことにしておりま すので、今後も償還 金が滞っている分

については、繰り上 げ充用しながら対応 してまいらなきゃな らんと思っており

ますけども、そうし たことで、管理組合 の力にひとつお願い をしていきたいと

思っておりますので 、よろしく御理解い ただきたいと思いま す。 （「全体の専

決の見きわめは」と芝議員呼ぶ）  

    予算につきましては、決算のときに剰余金を送るというのじゃなしに、もう

密にしていきたいと 思いますし、今申し ましたように、条例 につきましても、

それ以後になった分 ですので、出てきま した分、いわゆる精 査できる部分につ

いては、早く密にし て専決させていただ こうというふうに思 いますので、「今

回はいいや。次のと きに回そう」という ことではなしに、出 てくるものをその

ときそのときに密に 精査してやっていく というのが基本です ので、見きわめ と

いうと、えらい難し い話ですけども、全 部そのときそのとき の整理をしていき

たいと思います。  

議   長（大植  正君）   芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   まず全体のほうからですけども、その都度処理していき

たいので、専決で処 理をして、報告とし て承認案件で出して きたということで

あります。確かに専 決処理は町長に与え られている権限であ りますし、執行権

者として、それはそ れで処理をきちんと していくところから 出てくる問題です

ので、そういう処理 の仕方もそれはそれ で当然だと尊重はし ますけれども、こ

れは法律でいいますと、議会にかけたけども、招集するいとまがなかったので、

だから専決処理をし たと、こういうふう になっています 。確 かに条例案の川西
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町税条例の震災の特 例措置の文言改正と か対応の ためのやつ は、もう即打って

いかんならんので、 確かにそういうこと になろうかと思いま すけれども、この

条例案を含めて、全 体の予算案の中には 、そういう意味では 時間的に一定のゆ

とり、３日や４日の ゆとりはあるのでは ないかと私なりには 判断ができますの

で、例えば３月３１ 日に専決を打つとい うことであったら、 我々はそのときは

選挙でありましたの で、町長としても気 を使ってい ただいて 専決でということ

になったかもしれま せんけれども、やっ ぱり一たんは招集す ると。皆が集まら

んかったので、やむ なしで専決処理した というのであれば、 そういう法律でう

たっている専決処理 ということになろう かと思いますけれど も、その辺、私は

そういうふうに考え ますので、町長自身 も、その意味ではで きるだけ議会にか

けていただいて、事 務的な処理ですとか 、そういう後から出 てきて緊急的に措

置せんならんという やつはともかくとし ても、時間に余裕が あるならば、でき

るだけ議会にかけて いただくことをお願 いしたいと思います 。その点、もう 一

度お願いします。  

    それと、住新のほうの処理ですけれども、確かに不足が出た分、前年度の繰

り上げ充用をして処 理していくというこ とにはなろうかと思 いますけれども、

連帯保証人の話とか 担保物件ですとか、 それらも借りやすい ように進められた

ので、今回収すると なると、なかなかそ れがうまく 措置でき ないということか

ら欠損が生じてきて いるというようなこ ともありましょうけ れども、町長から

お答えがありません でしたけれども、こ の処理をずっと続け ていきますと、最

終的にはその欠損分 は税金で処理をする ということにならざ るを得ません 。そ

うなりますと、やっ ぱりそれだけのお金 を皆さんの税金で処 理するということ

ですので、その処理 の仕方には当然皆さ んの合意と納得、理 解を得ての処理と

いうことが住民には 必要になってくると いうふうに思います 。その点、今はま

だ当座繰り返してい ったとしても、最終 的にはそれを迎える という点では、き

ちんと住民の皆さん の理解を今から求め ていって、処理がで きるという形に進

めるべきというふう に思いますので、そ の点 、どうお考えか 、重ねてお伺いを

しておきます。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   まず、専決のことでございます。  

    今回させていただいたのは、今までの当初予算に組んでいる部分が減額され

たり、あるいはまた 補助金が支給になっ たので、それで額が 動いた部分でござ

いますので、これは 精算 ということで専 決させてもらってよ かったのではない

かと思います。制度が新たにできまして、それを専決で実施していくというか、

補助制度ができて、 その 補助金を活用し ながら別の新たな事 業を専決ですると

いうのは、ちょっと これは考え ていかな いかんので、新たな 事業をするとか、

新たな行為をすると かいうような部分が 出たときには、やは り専決する よりも

先に議会の皆さんに 審議をしていただく という機会をつくっ ていかないかんな

というふうに思いま すので、その辺は、 精算段階でない部分 については、今、

芝議員がおっしゃったように考えていくべきだなというふうに思っております。  

    それから、新築資金のことでございますけれども、ずっ とこういうことが繰
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り返されてまいりま すので、最終的には や はりそうした形で 、今おられないよ

うな、徴収がとても できない 人がまた出 てくると 思いますの で、それらについ

ても精査しながら、 そういう中で、先ほ ど申しましたように 国の補助金を受け

られる分については 活用しながら充足し ていきたい、こ うい うふうに思います

ので、それが最終的 にどういうふうにな っていく かというの は、もう ちょっと

詰んでまいりました ら具体化してくると 思いますので、その とき にはまた議会

の皆さんにも御説明 申し上げて、 ひとつ 御理解いただかなけ ればならないなと

いうふうに思ってお りますので、そのと きが来ましたら、ま た御説明申し上げ

たいと思います。  

議   長（大植  正君）   ほかに質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   ほかに質疑がないようです ので、質疑を終わり、これよ

り討論に入ります。  

    討論ありませんか。  

    芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、提案されています六本の専決案件に対する討

論を行います。  

    態度表明としましては、承認第 ６号の国保税条例の一部改正を除きまして、

全体としては賛成の立場を表明するものであります。  

    今般の承認案としては、全部で ６本の専決処理がなされています 。中身は、

事業の精算から来る 期日との関係で生じ る会計上の処理、東 日本大震災による

特例法の処理、それ から通常の法改正に よるものの ３つに大 別できますが、こ

の中で事務的に処理 するだけのものや震 災など不測の 事態に 対応するものは別

として、住民負担に かかわる国保税条例 の改定 は、一連の処 理とは別にして議

会に付して事を進めるべきものと心得ます。  

    今般の国保税条例の改定ですが、保険税の最高限度額の引き上げでありまし

て、この措置そのも のには反対するもの ではありませんが、 問題は、議案の性

質からして、決して 急を要するものでは ありませんし、重な りますが、住民負

担の有無にかかわる 議案は専決 処理すべ き 議案ではないと心 得ております。そ

のことを強く申し上げ、今後は議会に付されることを求めまして、承認第 ６号、

川西町国民健康保険 条例の一部改正につ いては不 承認とし、 あとの議案につい

ては承認するものであります。  

議   長（大植  正君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   ほかに討論がないようですので、これより採決に入りま

す。  

お諮りします。  

承認第２号から承認第５号までの４承認案のついて、原案のとおり承認するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（大植  正君）   賛成全員により、各案件は、原案のとおり承認すること
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に決しました。  

    次に、承認第６号について採決いたします。  

    お諮りします。  

    本案件について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（大植  正君）   挙手多数により、本案件は 、原案のとおり承認すること

に決しました。  

    次に、承認第７号について採決いたします。  

    お諮りします。  

    本案件について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（大植  正君）   挙手全員により、本案件は 、原案のとおり承認すること

に決しました。  

    次に、日程第 １１、議案第２７号、平成２３年度川西町一般会計補正予算に

ついて、日程第１２ 、議案第２８号、平 成 ２３年度川西町国 民健康保険特別会

計補正予算について 、日程第 １３、議案 第 ２９号、平成２３ 年度川西町後期高

齢者医療特別会計補 正予算について、日 程第 １４、議案第３ ０号、平成２３年

度川西町介護保険事 業勘定特別会計補正 予算について、日程 第 １５、議案第３

１号、平成２３年度 川西町介護 保険介護 サービス事業勘定特 別会計補正予算に

ついて、日程第１６ 、議案第３２号、平 成 ２３年度川西町公 共下水道事業特別

会計補正予算につい て、日程第 １７、議 案第 ３３号、平成２ ３年度川西町水道

事業会計補正予算に ついて、日程第 １８ 、議案第３４号、川 西町母子医療費助

成条例の一部改正に ついて、日程第 １９ 、議案第３５号、川 西町子どもセンタ

ー設置条例の一部改 正について、日程第 ２０、議案第３６号 、川西町、三宅町

及び川西町・三宅町式下中学校組合指導主事共同設置規約の一部変更について、

日程第２１、議案第 ３７号、川西町道路 線の認定につ いてま での １１議案を一

括上程いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  

    議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

    町長。  

町   長（上田直朗君）   続きまして、議案第 ２７号から議案第 ３７号までの平成

23年度の一般会計、 特別会計及び水道事 業会計の補正予算並 びに条例等の改正

について御説明を申し上げます。  

    まず、議案第２７号、平成２３年度川西町一般会計補正予算についてでござい

ます。７ページを御覧願います。  

 当会計全体にわた ることでございます けれども、議会費、 総務費 のほか各科

目において人件費に ついての補正がござ います。これらは主 に ４月１日付の人

事異動に伴います経 費の移動等によるも のでございます。ま た、特別会計への

繰出金につきましても、同様の理由により補正を行っております。  

 人件費以外の主なものといたしましては、６ページ、歳入の部といたしまして、
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国の交付金事業に採択されたものが １件ございまして、４４万３ ,０００円、ま

た、財団法人が実施しております助成事業に採択されたものが２件ございまして、

１６０万円の増となっております。  

 歳出の部につきましては、８ページをお願いいたします。  

 総務費の財産管理費におきまして、修繕費として１８７万５ ,０００円を計上

いたしております。これは、庁舎の雨漏りに緊急で対応するために増額をお願い

するものでございます。  

次に、１４ページ を お願いいたします 。 項の農業費、農業 振 興費におきまし

て、国の交付金事業 といたしまして、結 崎ネブカの出荷効率 化の機器整備に補

助するため、４４万３ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

次に、１８ページ を お願い いたします 。 社会教育費、文化 事 業 費におきまし

て、助成金に採択さ れたことから、当初 予算 との差額８０万 円の増額をお願い

するものでございます。  

以上によりまして、歳入歳出それぞれ２０４万３ ,０００円の増額補正をお願

いするものでございます。これにより、 平成２３年度の一般会計予算の総額は、

歳入歳出それぞれ３８億８ ,２３２万４ ,０００円となります。  

 次に、議案第２８号、平成２３年度川西町国民健康保険特別会計補正予算につ

いてでございます。４ページをお願いいたします。  

 こちらは、４月１日付の人事異動に伴う人件費の調整を行うもので、３３万７ ,

０００円の増額補正をお願いするものでございます。これにより、平成 ２３年度

の同特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億８ ,７３１万３ ,０００円とな

ります。  

次に、議案第２９ 号 、平成 ２３年度川 西 町後期高齢者医療 特 別会計補正予算

についてでございます。４ページをお願いいたします。  

 こちらも人事異動に伴う人件費の調整を行うもので、 ２２万７ ,０００円の増

額補正をお願いするものでございます。これによりまして、平成２３年度年度の

同特別会計の総額は、歳入歳出それぞれ１億３７２万７ ,０００円となります。  

 次に、議案第３０号、平成２３年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算

についてでございます。５ページをお願いいたします。  

 こちらも人事異動に伴う人件費の調整を行うもので、２８万７ ,０００円の減

額補正をお願いするものでございます。これによりまして、平成２３年度の同特

別会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ６億９ ,０１８万２ ,０００円となります。  

 次に、議案第３１号、平成２３年度町川西町介護保険介護サービス事業勘定特

別会計補正予算についてでございます。４ページをお願いいたします。  

 こちらも人事異動に伴う人件費の調整を行うもので、１４３万２ ,０００円の

増額をお願いするものでございます。これによりまして、平成２３年度の同特別

会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ１億５８５万円となります。  

 次に、議案第３２号、平成２３年度川西町公共下水道事業特別会計補正予算に

ついてでございます。４ページを御覧願います。  

 こちらも人事異動に伴う人件費の調整を行うもので、 ２１万２ ,０００円の減

額補正をお願いするものでございます。これによりまして、平成２３年度の同特
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別会計の総額は、歳入歳出それぞれ３億４ ,９４０万円となります。  

 次に、議案第３３号、平成２３年度川西町水道事業会計補正予算についてでご

ざいます。  

 同会計につきましても、人事異動に伴う人件費等の調整を行うものでございま

して、収益的収入及び支出の予算額のうち水道事業費用において、営業費用とし

て人件費等８３万８ ,０００円の増額をお願いするものでございまして、歳出の

款 .水道事業費用の総額は２億１ ,７４０万円となります。  

 以上が平成２３年度の補正予算関係でございます。  

 続きまして、条例の一部改正等、予算外の議案等について御説明申し上げます。  

 議案第３４号、母子医療費助成条例の一部改正についてでございます。  

 １枚めくっていただきまして、これは、県の制度変更に伴うもので、対象者を

母子家庭からひとり親家庭等に拡大するものでございます。  

 次に、議案第３５号、川西町子どもセンター設置条例の一部改正についてでご

ざいます。  

 １枚めくっていただきまして、これは、子どもセンターの所管を町長部局から

教育委員会部局に変更したことに伴う改正でございます。  

 次に、議案第３６号、川西町、三宅町及び川西町・三宅町式下中学校組合指導

主事共同設置規約の一部変更についてでございます。  

 １枚めくっていただきまして、これは、地方自治法に基づき、指導主事の身分

の取り扱いに関する条項を追加するものでございます。  

補正予算関係、条例関係については以上でございます。  

 次に、議案第３７号、川西町道路線の認定についてでございます。  

 １枚めくっていただきまして、これは、下永地域内で開発により設置され、開

発業者より移管の申し出がございました３路線について、道路法の規定に基づき

認定しようとするものでございます。  

 何とぞよろしく御審賜りますようお願いを申し上げます。  

議   長（大植  正君）   お諮りいたします。  

 ただいま説明がありました日程第１１、議案第２７号から、日程第２１、議案

第３７号までの１１議案につきましては、１７日に審議したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   異議なしと認めます。よって、さよう決しました。  

    続きまして、日程第２２、同意第 ２号、川西町公平委員会委員の 選任につい

てを議題といたします。  

 議案の朗読を省略し、町長より提案理由の説明を求めます。  

     町長。  

町   長（上田直朗君）   次に、同意案第 ２号、川西町公平委員会委員の 選任につ

いてでございます。  

 現在お願いしております嶋田均氏の任期が満了となりますので、引き続きお願

いしたいと考えております。  

 どうかよろしく御同意賜りますようお願いを申し上げます。  
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議   長（大植  正君）   ただいま 町長より 説明のありました同意第 ２号について、

質疑ありませんか。  

        （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   質疑がないようですので、討論を省略し、採決いたしま

す。  

 お諮りします。  

 同意第２号、川西町公平委員会委員の選任について、原案のとおり同意するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。  

        （挙手する者あり）  

議   長（大植  正君）   賛成全員により、本案件は、原案 のとおり同意すること

に決しました。  

 続きまして、日程第２３、選挙第４号、奈良県後期高齢者医療広域連合議会議

員の選挙についてを議題といたします。  

 広域連合議会議員につきましては、町村議会議員から選出する広域連合議会議

員について欠員が３名生じたため、町村議会議員から３名を選出することになり

ますが、４名の立候補者がありましたので、奈良県後期高齢者医療広域連合規約

に基づき、すべての町村議会において選挙が行われることになったものでありま

す。  

 この選挙は、広域連合規約第８条の規定により、すべての町村議会の選挙にお

いて投票総数による当選人を決定することによっておりますので、会議規則第３

３条の規定に基づく選挙結果の報告のうち、当選人の報告及び当選人への告知は

行えません。よって、選挙結果の報告については、会議規則第３３条の規定にか

かわらず、有効投票のうち候補者の得票総数までを報告することとしたいと思い

ますが、これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   異議なしと認めます。よって、選挙結果の報告について

は、会議規則第３３条の規定にかかわらず、有効投票のうち候補者の得票 総数ま

でを報告することといたしました。  

    これより投票を行います。  

    議場の出入り口を閉鎖してください。  

（議  場  閉  鎖）  

議   長（大植  正君）   ただいまの出席議員は１１名です。  

    お諮りいたします。  

    会議規則第 ３２条第２項の規定により、立会人に ５番  今村榮一君、６番  松

本史郎君を指名いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   異議なしと認めます。よって、立会人に今村榮一君、松

本史郎君を指名いたします。  

 投票用紙を配付してください。  

 なお、候補者の名簿につきましては、お手元に既に配付してございますので、

参考にしていただきたいと思います。  
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（投票用紙配付）  

議   長（大植  正君）   投票用紙の配付漏れはありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   配付漏れなしと認めます。  

    投票箱を点検いたします。  

（投票箱点検）  

議   長（大植  正君）   異状なしと認めます。  

    ただいまから投票を行います。  

    念のために申し上げます。投票は単記無記名で、白票は無効といたします。  

    事務局長より議席番号と指名を呼び上げますので、 順次投票願います。  

（投   票）  

議   長（大植  正君）   投票漏れはありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   投票漏れなしと認め、投票を終わります。  

    開票を行います。  

    今村榮一君、松本史郎君、開票の立会いをお願いいたします。  

（開   票）  

議   長（大植  正君）   選挙の結果を報告いたします。  

    投票総数  １１票  

    有効投票  １１票  

    無効投票   ０票  

    有効投票中、  

     芝  和也君  １１票   

高岡  進君    ０票   

谷  完二君    ０票   

堀口   誠君    ０票  

    以上です。  

    議場の出入り口の閉鎖を解きます。  

（議  場  開  鎖）  

議   長（大植  正君）   ただいまの選挙の結果につきまして は、奈良県後期高齢

者医療広域連合議会議員選挙長へ報告いたします。  

    続きまして、日程第 ２４、発議第４号、わが国における原子エネルギー政策

の転換を求める意見書についてを議題とし、提出者から提案理由を求めます。  

 11番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、発議第 ４号につきまして、伊藤彰夫 議員、石

田三郎議員、杉井成行議員、中嶋正澄議員、堀格議員の賛同を得、本日ここに御

提案申し上げます、わが国における原子エネルギー政策の転換を求める意見書に

つきまして、これらの皆さんを代表し、提案者として御説明申し上げます。  

 意見書の案文の朗読につきましては、既に御清覧おきのことと存じますので、

省かせていただきます。  

さて、皆さん御承 知 のとおり、 今般の 東 日本大 地震に伴う 福 島原発の事故発
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生以来、福島県民は もちろんのこと、全 国の原発立地地域の 住民の皆さんや自

治体の長も含め、多 くの国民が原発事故 の実態を目の当たり にする中、定期点

検中の原発再稼働も 含め、運転中止や原 発撤去を求める声が 大きく広がってき

ている現状にあり、 同様の問題は世界的 にも大きな注目を 集 め、広がりを見せ

ているところであります。  

いずれにしまして も 、我々がこれまで 政 府や電力会社から 発 せられた情報に

より、原発に関して 持ち合わせてきた認 識は、我が国におい ては 、原発は基本

的に安全で、事故に ついては二重、三重 に対策が講じられ、 原子炉は五重の壁

で覆われており、絶 対に安全で事故は起 こらないということ でありました。そ

して、これに基づい て原発立地地の住民 の皆さんの理解を得 、設置、運転され

てきた経緯がありま したが、今度の事故 で国民誰もが認識を 新たにしたのは、

いざ事を起こしてし まいますと、漏れ 出 した放射能について は、あらゆる技術

を傾注しております が、基本的には収束 するすべを 持ってい ないということで

あり、正常に運転さ れている原発であっ ても、毎日出てくる 放射性廃棄物、い

わゆる死の灰は、原 発 １００万キロワッ ト当たりで広島型原 爆に換算いたしま

すと３発分に相当す るだけの量が毎日排 出されており、その 処理方法も現状で

は持ち合わせていま せんから、処理でき ませんので、プール 等に保管し、貯め

ておくしかないとい うのが技術的な到達 であって、原発を含 め原子力について

は、現在の技術レベルでは完全にコントロールするだけのすべを備えていない、

本質的に未完成な技 術であるということ を国民みんなが事実 をもって認識する

こととなったわけであります。  

 ならば、電力源をこうした未完成な原発に依存することは全く得策ではあり ま

せんし、教訓とするならば、事が起きればコントロール不能に陥らざるを得ない

技術からは脱却して、コントロールができて、かつ再生可能で、温暖化ガスも伴

わない太陽光などの自然エネルギーへその電力源を転換することが求められる問

題にほかなりません。  

 そこで、これを契機として、住民レベルでもそうですが、政府として原発に依

存するエネルギー政策を根本から改めて、再生可能な自然エネルギーに電力源の

主力を置くよう、その政策を切りかえていくことを求めるとともに、その取り組

みが本腰を入れて進められるよう、見通しを持って計画を立てて実施に移すこと

を政府に求める意見書をここに川西町議会として提出しようとするものでありま

す。  

 議員の皆さんには、何とぞ御理解を賜りまして、御議決いただきますようお願

いを申し上げ、提案説明といたします。  

議   長（大植  正君）   説明が終わりましたので、質疑を省略し、討論に入りま

す。  

 討論ありませんか。  

 ２番  堀  格君。  

２番議員（堀   格君）   意見書に賛成者の立場から補強意見を述べさせていただ

きます。  

    現在、全世界、そして我が国全国におきまして、反原発・脱原発のうねりが
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起こっております。その結果といたしまして、電力の供給不足が大きな問題にな

ってきておりまして、国を挙げての節電要請が求められているところであります。

しかしながら、いつまでもこの節電に頼っているわけにもまいりません。かとい

って火力発電に戻ったり、原子力発電に頼るわけにもいきません。本日前半に論

議がありましたように、今後のエネルギー対策として再生可能エネルギーの活用

が叫ばれるわけでありまして、この再生可能エネルギーの活用として、今まさに、

一定の技術水準にある太陽光発電、風力発電の一層の技術開発と普及が求められ

ております。  

    残念ながら、これら太陽光発電あるいは風力発電は、 １単位当たりの発電量

が大変小さく、風力発電では何千本と建てねばなりませんし、太陽光発電では、

向こう１０年間で１ ,０００万戸の屋根に太陽光パネルを乗せようと政府は申し

ておりますけども、この１ ,０００万戸という数字は、年間の新築の個数が １０

０万戸に満たない現在、新築の家全部にパネルを乗せましても足りない数であ り

ます。これらを乗り越えまして、再生可能エネルギーによる発電量が 全体の発電

量に占める比率を現在の９％から２０％に引き上げるには大変な努力が要るわけ

でありまして、これはまさに政府の強力なリーダーシップと施策がなければ実現

できません。このリーダーシップと施策を責任を持って発揮していただくために、

本日の意見書を政府に出そうというものでありまして、ぜひ皆さんの賛成をいた

だきたいと思います。  

    以上でございます。  

議   長（大植  正君）   討論を終わり、これより採決いたします。  

 お諮りいたします。  

 発議第４号について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。  

        （挙手する者あり）  

議   長（大植  正君）   賛成全員により、本案件は、原案のと おり可決すること

に決しました。  

 以上をもちまして本日の日程はすべて終了いたしました。  

  本日はこれにて散会し、明日から１６日までは休会とし、１７日午前１０時に

再開いたします。  

 長時間ありがとうございました。  

            （午後０時２６分  散会）  
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         （午前１０時００分  再開）  

議   長（大植  正君）   皆さん、おはようございます。  

 ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって議会は成立

いたしましたので、これより本会議を再開し、直ちに本日の会議を開きます。  

 本日の議事日程は、開会初日に決定したとおりであります。過日、当局より提

案説明が終わっておりますので、これより審議に入ります。  

 日程第１、議案第２７号、平成２３年度川西町一般会計補正予算についてから、

議案第３７号、川西町道路線の認定についてまでの１１議案について、質疑あり

ませんか。  

 １１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、上程されています１１議案のうち、議案第 27

号、２３年度の一般会計補正予算についてお尋ねをいたします。  

基本的には、予算関係は人事異動に伴う補正、また、新たな補助金等がついた

ことによる会計処理ということでありますが、お聞きする中身は、２３年度予算

で執行しています町の総合計画、これの中身について若干お尋ねをいたします。  

 一つは、結崎駅の南北に踏切がありますが、特に南側の踏切に関してですけれ

ども、この拡幅の整備計画を求める声が結構上がってきているところであります。

現場の状況からも、東側の開発計画が伴う話にもなってまいりますので、その辺、

担当の事務方から話を聞いておりますところによれば、この総合計画の中で方向

性を出していきたいというふうに今お聞きをしているところですけれども、町長

自身はその辺をどういう見通しを持って進めていこうとされているのか、その辺

についてお伺いをいたします。  

 それから、もう１点、これは過日の一般質問とも関連する問いになりますが、

従前から議論を進めていますデマンド交通の取り組みについてであります。  

 こちらもその具体化に向けて、総合計画の中でも住民ニーズの掌握等、意向を

つかんでいくというふうなことも含めて進めていくという話でありますが、どう

いう手はずで、どれぐらいの時期をめどに、実施年次をいつごろに持っていこう

という見通しを立てておられるのか、この辺、中身についてお伺いをいたします。  

 それから、今年度でこの計画は大体どのぐらいまで持っていこうという見通し

なのか。また、なかなか具体化が進展しませんけれども、実際障害になっている

問題がもしあるとすれば、どの点が今の障壁になっているのか、その辺、あれば

お示しいただきたいというふうに思います。  

 以上であります。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君）   総合計画の分につきましては、担当のほう から詳しくお

話しいたします。  

 踏切のことなんですけれども、結崎駅の南側と、そして北側は県道になるわけ

ですけれども、ちょっと対向がしにくいというところから、また歩行の方々も通

りにくいということなんですけれども、近鉄は踏切を廃止することによって拡幅

するという今までのパターンでございまして、川西町の中で近鉄線の踏切を廃止

する部分は、今３カ所になっておりまして、今の結崎駅北側の県道の踏切のほか
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に、もう少し北へ行きますと踏切がありまして、それは農業用に使っておられる

わけですけども、それが話をすれば別の改良の道路をつければ話に応じてもらえ

るのかなということで、それの代替えがないと、近鉄はなかなか拡幅に応じてく

れませんので、そうしたことも含めて、県もあの部分の拡幅について近鉄と話を

やってくれているんですけれども、近鉄は一つの原則がありまして、それだけを

特別に変えるということはできないということなので苦慮してるんですけれども、

今申しましたように、県道の北にある踏切が、別の用途で迂回したり、あるいは

また別の方法で道路をつけて改良できたらできるかなというふうに一つの希望を

持ってるんですけども、それがまだちょっと具体化していません。そういう状況

でして、今までは寺川の上にも踏切がございましたし、大和川の北側にも踏切が

あった。それらを廃止して、ああいう格好で大きく改良してもらったんですけど

も、その一つの減らす部分と拡幅との取引と申しますか、そういうことでなかな

か話が進みにくいというのが現状でして、これからもそうしたことで近鉄のほう

には何らかの形で協力願えないかということで、常に交渉は持っていきたいと思

っておるんですけども、今の状況はそういうことでございます。  

 また、総合計画につきましては担当のほうから詳しく説明いたします。  

議   長（大植  正君）   理事。  

理   事（嶋田義明君）   まず、総合計画の関係とデマンド交通の関係があったと

思います。  

    総合計画の関係について調査を行いたいということ で、今月中、来週中に実

際に業者と方針を検討するということで、予定を進めておるところでございます。

この計画がなかなか進まないという話がありました。デマンド交通 のことで何度

も御質問いただいているんですが、ニーズの把握、デマンド交通をしたときに 実

際にどれだけの方が使われるのかというところが最大のポイントになるかと思い

ますので、ニーズ把握をしながら進めていきたいと思っております。  

    あと、総合計画自体の策定のスケジュールとしては、本年度中をめどに考え

ておりまして、自治法が改正されましたので、議会の議決を経て策定しなければ

ならないという文言は外されたんですけども、この件については、やはり議会に

上げて承認していただこうと考えております。  

    以上です。  

議   長（大植  正君）   芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   踏切のほうですけども、確かに近鉄との交渉の中で出て

くる話は、町長がおっしゃったように、今ある踏切に取って代わる、沿線の総延

長に占める踏切の長さを近鉄としては増やすわけにいかんというのが、近鉄とし

てもよう言う話かと思いますけれども、実態を直接他市町村の取り組みの中でつ

ぶさに把握しているわけではありませんが、例えば田原本でも、今、八尾の北の

ほうで西八尾の住宅から警察のほうへ出てくるところの踏切が、ちょうど道路改

良で水路を暗渠にされて歩道を整備されましたので、踏切のとこだけが歩道がな

い状態でしたので、それを今もう現に踏切部分に歩道をつけてるということであ

りますし、古くは、少しさかのぼりますと、これも県道になりますが、リハビリ

センターと寺川の間に走っていました踏切、これも倍ぐらいに道が広がりました



 - 46 - 

ので、踏切も広がってるという話であります。どこかそれに取って代わる踏切を

廃止してつけたのかということで、私が聞いている話では、特にはなくて、計画

的に整備を進めてきたという状況でありますので、そういう点でいえば、近鉄の

言うてることも、すべてに関してそれに徹しているということでもなさそうであ

りますから、その辺、交渉の具合にもよりますし、予算のつけ方にもよりますけ

れども、自治体の取り組みの中身も大分問われてくると思いますので、その辺、

強めていっていただきたいというふうに考えます。  

    特に町道の関係でいえば、南側の踏切は、踏切より西側は道路整備が進みま

したけれども、あの幅員で踏切を越えて東に行こうと思いますと、東側全体をい

らわんことには、どっちにしても、踏切の拡幅も含めて道路がありませんので、

その辺との絡みも出てくると思います。ですから、そういった東側の構想も含め

て総合計画の中に取り入れていって、利便の向上につながるような、そういう意

味合いでその辺のところの中身をお聞きした次第であります。  

    その辺、もしお考えの点がありましたら、お答えいただいたらと思います。  

    あと、デマンド交通、地域交通のほうは、毎回の答弁とも重なりますけれど

も、ニーズの把握はここがポイントということでありました。これを実際どう進

めていくのかということで、総合計画の中でもその辺を見ていくという話であり

ますが、実際どうやってニーズをつかもうとしているのか。ニーズをつかむとい

うところから前には具体的な話は出てきていませんし、町長と私とでは議論が平

行線ですけれども、住民との懇談を通じてのニーズの把握ということについても、

別にそれだけがニーズを把握することではありませんけれども、一つの方法とし

ては、それはそれで進めていけることにもなりますから、いろんな手段、取り組

み、方法があろうかと思います。幾種類かの方法で多角的にニーズを把握して、

そして町の取り組みに具体化をしていく、ニーズを把握すると同時に、町として

も年次計画を持って、どういう見通しで実施に移していくかというのも同時に持

っておかんことには、だんだん後手後手となっていくおそれも出てくるやに思い

ます。その辺の積極的な取り組みを求めたいというふうに思っているところであ

ります。  

    以上、重ねてお伺いをしておきます。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町     長（上田直朗君）     踏切の部分につきましては、先進地と申しますか、そうした拡

幅している部分につきまして、費用負担の部分もあると思いますので、県道なり町のい

わゆる幹線道路ということで、また話をしながら、さらに進展するように努めていきた

いと思っておりますので、よろしく御理解いただきたいと思います。  

 それから、デマンド交通のことですけれども、何遍も申しますが、川西町は非

常に面積が小さいですので、その中でどれだけの要望、思いを持っておられるの

かということが一番大切だと思いますので、それらのニーズ、要望等について、

各年代層と申しますか、そうした方々の思い、あるいは朝の通学時間帯に子ども

たちが親に送ってもらうという事例が非常に多いわけですけども、そうした部分

も含めて、そういうことをすることによって活用してもらえるのかどうか、そう

したことも実際に年代層の調査をしてもらって、その調査結果を見ながら、どう
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いう形がいいかということを判断していきたいなというふうに思っておりますの

で、まず調査の結果だけ参考にしたいと思いますので、よろしく御理解いただき

たいと思います。  

議   長（大植  正君）   ２番  堀格君。  

２番議員（堀   格君）   余り申し上げるつもりはなかったんですが、今ああいう

要望が出ましたので、あわせて御要望をしておきたいと思います。  

 結崎駅の北側の踏切、それから南側の踏切、これの拡幅の要望が住民の中で非

常に強いというのは、町長さんも御存じのとおりであります。あわせまして、次

の総合計画の中で、駅前の開発ですね、前に駐輪場があったところが、ある意味

で放置されています。あの辺をどう活用していくか。それから、もう一つ、踏切

だけでなくて、京奈和自動車道の一般部のところが２５年度に田原本から天理－

王寺線までの間開通いたしますから、そのときに合わせまして、踏切から東側、

あの辺は児童の登校のときも非常に危ないような感じも見受けられますので、そ

の辺も含めまして、駅前を中心に、県道のところ、この辺の総合的なグランドデ

ザインを次の総合計画に盛り込んでいただいて、逐次やっていっていただければ

いいんじゃないかと思います。  

 そういうことで、御要望という意味で申し上げておきます。よろしくお願いし

ます。  

議   長（大植  正君）   町長。  

町   長（上田直朗君 ）   踏切のことで、本当に車が対向しますと、歩いて渡られ

る方々、自転車を押して渡られる方々は、非常に狭くなりますので、そういった

ことで非常に不便を感じておられると思います。近鉄のほうへまたそうしたこと

も申しまして、先ほども話がありましたけども、費用負担をどのくらいすること

によってできるのかどうかということも含めて交渉してまいりたいと思います。  

 それから、北側の踏切よりずっと東のほうへの県道ですけども、これにつきま

しては、２０年ほど前に一度改良されたんですけれども、歩道のほうがもう一つ

十分に整備されていない。そして、歩道が北側のほうが小さいですので、南側の

ほうは比較的確保されているんですけれども、どちらかと申しますと、北側のほ

うがよく通られるということで、小さい水路があるんですけども、それらも含め

て、今県のほうへ要望を出しておりまして、県のほうも、いつごろになるかわか

りませんけども、承知したということで受けとめてくれていますので、早い段階

で予算化してくれると思いますので、これらについても県のほうに早くしてもら

えるように交渉してまいりたいと思いますので、ひとつ御理解いただきたいと思

います。  

議   長（大植  正君）   ほかに質疑ありませんか。  

        （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   ほかに質疑がないようですので、質疑を終わり、これよ

り討論に入ります。  

 討論ありませんか。  

 芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、議案第 ２７号、平成２３年度川西町一般会計
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補正予算についてよ り、議案第 ３７号、 川西町道路線の認定 についての１１ 議

案に対する討論を行います。  

 態度表明は、７本の予算案並びに４本の条例案ともに全議案賛成の立場からの

ものであります。  

 提案されています議案は、一般会計を初め各特別会計や事業会計など、予算案

は７本ともすべて４月の人事異動に伴う人件費の調整でありますし、一般会計に

おいて組まれている補正も、役場庁舎の雨漏りの修繕や、国からの補助金が確定

したことにより、それらを生かした事業予算への組みかえや追加であり、いずれ

の処理も妥当であり、賛成するものであります。  

 また、取り組みについてでありますが、今般の補正の事業のみならず、一般会

計で執行する各取り組みは、住民生活と密接にかかわる取り組みであって、一つ

としておろそかにすることはできません。特に今般は東日本大地震を受けて時期

でもあり、災害への備えという点では住民の皆さんの意識が必然的に高まってい

ることからも、こうした時期に町としてのこれらに対する対策をしっかり講じる

ことがとりわけ重要であります。過日の一般質問でも同僚議員より同趣旨の質問

があり、災害への備えを講じる旨、町長もお話しされましたように、地震にして

も風水害にしても、いつ来るかわかりませんが、必ず襲ってくることは間違いな

いわけですから、そういう点では一定の災害を想定することを怠らずに、特に今

回のような大震災が起こったときこそ、それを教訓として想定し、実地訓練を繰

り返すことが大切であります。住民レベルの取り組みもそうですが、何よりその

先頭に立つ役場の取り組みが殊のほか重要であります。訓練はあくまでも訓練で

すが、やり過ぎはありません。よい例が、東京ディズニーランドが年間二百数十

回訓練を繰り返してきて、結果、今回の震災でも全くパニックを起こすことなく、

すべてのお客さんを無事に避難誘導し切ったということですから、実証済みの経

験でありますし、大いに倣い、学ぶべき経験と心得ます。  

 また、災害発生時の被災者の皆さんは、情報の入手がままなりません。発信し

た情報をいかにして漏れることなく末端まで行き渡らせるか、この整備が今回の

震災でもことのほか求められている重要な問題であることを、私自身、救援ボラ

ンティア活動で被災地に出向いて直に被災者の皆さんから話を伺って実感してき

た次第であります。本町での取り組みがこうした点も含めて大いに実りあるもの

となるよう踏み出すことを申し述べておくものであります。  

 あと、４本の条例案ですが、法改定によるものなど、いずれの取り組みも事態

にかなった方向への改定であり、これらの制度を受ける者にとってはマイナスの

要素は何も働きませんので、いずれも賛成するものであります。  

 締めくくりに、住民の意に添い、願いにこたえる、身近で役立つ川西町へとま

すます発展していくことを求めると同時に、今般の予算案や条例案がそうした取

り組みへとつながっていくことを念願し、賛成の立場からの討論とするものであ

ります。  

議   長（大植  正君）   ほかに討論ありませんか。  

        （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（大植  正君）   ほかに討論がないようですので、討論を終わり、これよ
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り採決に入ります。  

お諮りいたします。  

議案第２７号から議案第３７号までの１１議案について賛成の方の挙手を求め

ます。  

        （挙手する者あり）  

議   長（大植  正君）   賛成全員により、各案件は、原案のと おり可決すること

に決しました。  

 以上をもちまして、本定例会の日程はすべて終了いたしました。  

 閉会に当たり、町長より閉会の挨拶を受けることにいたします。  

 町長。  

町   長（上田直朗君）   閉会に当たりまして、一言御礼を申し上げます。  

 今議会には多数の案件を提案いたしましたが、慎重に御審議をいただき、全議

案につきまして承認、議決、同意をいただきまして、厚く御礼を申し上げます。  

 厳しい財政状況下ではありますが、川西町の着実な発展・充実のため、行財政

改革をさらに進めながら、堅実な行財政運営を基本とした町政の運営を図ってま

いりたいと思っております。  

 今議会で議員からいただきました御意見や御指摘をこれからも参考にし て町政

に生かしてまいる所存でございますので、議員各位におかれましては、より一層

の御指導、御協力をお願い申し上げまして、閉会に当たりましての御礼にかえさ

せていただきます。  

 ありがとうございました。  

議   長（大植  正君）   これをもちまして、平成 ２３年川西町議会第 ２回定例会

を閉会いたします。  

 ありがとうございました。  

            （午前１０時２１分  閉会）  
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(議決の結果)   

議案番号 件           名 議決月日 審議結果 

承認第 ２号 
平成２２年度川西町一般会計補正予算の専決処分に

ついて 
6 月 13 日 原案承認 

承認第 ３号 
平成２２年度川西町老人保健特別会計補正予算の専

決処分について 
6 月 13 日 原案承認 

承認第 ４号 
平成２２年度川西町公共下水道事業特別会計補正予

算の専決処分について 
6 月 13 日 原案承認 

承認第 ５号 
川西町税条例の一部を改正する条例の専決処分につ

いて 
6 月 13 日 原案承認 

承認第 ６号 
川西町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

専決処分について 
6 月 13 日 原案承認 

承認第 ７号 
平成２３年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算の専決処分について 
6 月 13 日 原案承認 

議案第 27 号 平成２３年度川西町一般会計補正予算について 6 月 17 日 原案可決 

議案第 28 号 
平成２３年度川西町国民健康保険特別会計補正予算

について 
6 月 17 日 原案可決 

議案第 29 号 
平成２３年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
6 月 17 日 原案可決 

議案第 30 号 
平成２３年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正

予算について 
6 月 17 日 原案可決 

議案第 31 号 
平成２３年度川西町介護保険介護サービス事業勘定

特別会計補正予算について 
6 月 17 日 原案可決 

議案第 32 号 
平成２３年度川西町公共下水道事業補正予算につい

て 
6 月 17 日 原案可決 

議案第 33 号 平成２３年度川西町水道事業会計補正予算について 6 月 17 日 原案可決 

議案第 34 号 川西町母子医療費助成条例の一部改正について 6 月 17 日 原案可決 

議案第 35 号 川西町子どもセンター設置条例の一部改正について 6 月 17 日 原案可決 

議案第 36 号 
川西町、三宅町及び川西町・三宅町式下中学校組合

指導主事共同設置規約の一部変更について 
6 月 17 日 原案可決 

議案第 37 号 川西町道路線の認定について 6 月 17 日 原案可決 

同意第 ２号 川西町公平委員会委員の選任について 6 月 13 日 原案同意 

選挙第 ４号 
奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙につ

いて 
６月１３日 

選挙 
報  告 

発議第 ４号 
我が国における、原子力エネルギー政策の転換を求

める意見書について 
6 月 13 日 原案可決 


